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編
集
後
記

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

主な日程（予定）9月定例会の
日にち 主な会議名

9月 4 日（月）
9月19日（火）
9月20日（水）
9月21日（木）
9月26日（火）
9月28日（木）

本会議
本会議【一般質問】
本会議【一般質問】
本会議【一般質問】
本会議
本会議

検索庄原市議会  中継

5 月

6 月

7 月5 月

議会の動き 5・6・7月

《表紙写真の説明》

76

初日

2日目

3日目
4日目

最終日

　今回の表紙写真は 7 月 22・
23日に行われた、第 26 回庄原
カップサッカー大会の様子（上）
と、格致高校の生徒がトマトの
収穫体験を行った様子（下）で
す。

　

３
年
余
り
続
い
た
未
知
と
の

遭
遇
と
も
言
う
べ
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も「
第
５
類

感
染
症
」に
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
の
日
常
が
取
り
戻
せ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、終
息
し
た
わ
け

で
は
な
く
、引
き
続
き
感
染
予
防

対
策
が
必
要
で
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、市
民
生
活

や
市
内
事
業
者
の
経
済
活
動
の

維
持
・
回
復
を
図
る
た
め
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
経
済
対
策
等
に
つ
い
て
協

議
し
、
低
所
得
世
帯
臨
時
支
援

金
、「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」

カ
ー
ド
に
５
千
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
推
進
事
業
、市
内
事
業
所

等
の
事
業
継
続
に
つ
な
げ
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対
策
支

援
事
業
４
億
２
千
万
円
余
り
の

経
済
対
策
や
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
９
千
３
百
万
円
余
り

の
補
正
予
算
等
を
承
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
汗
を
か
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
議
会
へ
声
を
届
け
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
桂
藤

和
夫
）

議
会
広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

  

坂
本

義
明
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赤
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五
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吉
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遂
也
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6月定例会
P.2 主な議案
補正予算
議決結果

一般質問
傍聴者アンケート
政務活動執行状況
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6月定例会
P.2 主な議案
補 予算補正予算

一般質問
傍聴者アンケートP.3

P.5
2P.12

9日
15日
16日
17日
29日

議会運営委員会
総務調査会
教育民生調査会
企画建設調査会
議員全員協議会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会

2日
9日

議会運営委員会
議会運営委員会
第３回市議会定例会
予算決算常任委員会

13日
15日

26日

27日
28日

30日

予算決算常任委員会
総務常任委員会
教育民生常任委員会
企画建設常任委員会
第３回市議会定例会
企画建設常任委員会
第３回市議会定例会
第３回市議会定例会
教育民生常任委員会
議会運営委員会
第３回市議会定例会
議員全員協議会
議会広報委員会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会

7日

14日
19日

26日
27日

議会運営委員会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会
教育民生常任委員会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会
議会広報委員会
議会運営委員会
企画建設常任委員会
議員全員協議会
総務常任委員会
教育民生常任委員会

●視察受入状況
【5月11日】
山口県美祢市議会教育民生委員会
(比和自然科学博物館)



議
案
第
93
号

庄
原
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
防
疫
等
作
業
従
事
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
を
廃
止
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
94
号

庄
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正※

を
行
お
う
と

す
る
も
の

※

森
林
環
境
税
の
導
入
に
伴
う
賦

課
徴
収
に
か
か
る
規
定
の
追
加

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の

種
別
割
の
追
加

▽
原
案
可
決

議
案
第
95
号

庄
原
市
森
林
体
験
交
流
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
に
冷
暖

房
を
整
備
し
、
及
び
保
健
ル
ー
ム

を
改
修
し
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
設

置
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

お
う
と
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
96
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業　

栗
頭
首
工
改
修
工
事

（
下
部
工
）
の
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、当
該

工
事
の
予
定
価
格
が
１
億
５
，０
０

０
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
69
〜
92
号

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

高
町　
　

入
谷　

弘
之　

氏

濁
川
町　

木
村　

英
宗　

氏

宮
内
町　

財
間　

敏
行　

氏

七
塚
町　
　

田　

實
夫　

氏

実
留
町　

堀
江　

唯
雄　

氏

山
内
町　

増
谷　

克
則　

氏

西
城
町　

竹
森　
　

達　

氏

西
城
町　

前
田　

耕
廣　

氏

西
城
町　

宮
崎　
　

譲　

氏

西
城
町　

森
兼　
　

貢　

氏

口
和
町　

前
田　

憲
二　

氏

口
和
町　

道
下　

和
子　

氏

高
野
町　

青
才　

弘
江　

氏

高
野
町　

天
根　

公
昭　

氏

春
田
町　

須
應　

敏
明　

氏

山
内
町　

寺
西　

玉
実　

氏

東
城
町　

金
本　

哲
弥　

氏

東
城
町　

佐
々
木
利
雄　

氏

東
城
町　

瀬
尾　

憲
雅　

氏

東
城
町　

田
邉　

文　
　

氏

東
城
町　

渡
邊　

敬
子　

氏

高
野
町　

小
次　

啓
二　

氏

比
和
町　

榮
田　

明
美　

氏

比
和
町　

佐
々
木
英
明　

氏▽
同
意

発
議
第
６
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書

　

政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、歳
入
・
歳
出
を
的

確
に
見
積
も
り
、地
方
財
政
の
確
立

を
め
ざ
す
よ
う
求
め
、意
見
書
を
提

出
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

発
議
第
７
号

少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定

数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び

や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す

る
た
め
に
、加
配
教
員
の
増
員
や
少

数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定

数
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の▽

原
案
可
決

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
30
件
、
報
告
８
件
、
発
議
２

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
６
月

定
例
会

●
会
期
／
６
月
９
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
【
22
日
間
】

主
な
議
案

人　
　

事

発　
　

議

い
り
た
に　
　

ひ
ろ
ゆ
き

ざ
い  

ま　
　
　

と
し
ゆ
き

は
ら  

だ　
　
　

じ
つ
お

ほ
り  

え　
　
　

た
だ  

お

ま
す
た
に　
　

  

か
つ
の
り

た
け
も
り　
　
　
　

い
た
る

ま
え  

だ　
　
　

や
す
ひ
ろ

き  
む
ら　
　

  

え
い
そ
う

み
や
ざ
き　
　
　
　

ゆ
ず
る

も
り
か
ね　
　
　
　

み
つ
ぐ

ま
え  

だ　
　
　

け
ん  

じ

み
ち
し
た　
　

か
ず  

こ

あ
お
さ
い　
　

ひ
ろ  

え

あ
ま  

ね　
　
　

き
み
あ
き

す  

お
う　
　

と
し
あ
き

て
ら
に
し　
　

  

た
ま  

み

か
ね
も
と　
　

  

て
つ
や

さ     

さ    

き   

と
し  

お

せ     

お         

の
り
ま
さ

わ
た
な
べ　
　

け
い  

こ

え
い  

だ　
　
　

あ
け  

み

さ    

さ    

き  

ひ
で
あ
き

こ  

つ
ぎ　
　

  

け
い  

じ

た  

な
べ　
　

  

ふ
み
た
か

令和４年度政務活動費収支報告について

（令和４年５月～令和５年３月）

　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、会派又は会派に所属しない議員に、半期ごとに交付
されます。各会派等は、収支報告書に領収書を添付し議長に提出しています。毎年、議長による内部監査を行い、透明性
の確保に努めています。
　提出された収支報告書や領収書等は、所定の手続きにより、議会事務局で閲覧することができます。収支報告書及び
項目別集計表、各視察・研修の報告書は、市議会ホームページで公開しています。

研修等報告書は
こちらから令和４年度 庄原市議会政務活動費収支報告総括表

会派の場合　　　　　 月３万円×所属議員数
会派に所属しない議員　月３万円

交付額

支出項目の説明
研究会・研修会開催に必要な経費又は他の団体が開催する研究会・研
修会に参加するために要する経費

会場費、講師謝金、出席者負担金、
会費、交通費、宿泊費等

調査研究活動に必要な先進地調査及び現地調査に要する経費 交通費、宿泊費等

調査研究活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷製本費、コピー代、翻訳料、
委託料等

調査研究活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
書籍代（電子書籍含む）、
法規類の追録代、DVD等購入費、
有料データベース利用料等

調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民に報告し、PRする
ために要する経費 ※ 印刷製本費、郵送料、会場費等

市民からの市政・会派及び議員の政策等に対する要望・意見を聴くための
会議等に要する経費 会場費、印刷製本費等

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広 報 費

広 聴 費

飲食に関するものや按分を伴う経費は対象としていません。  ※広報費は、会派に所属しない議員については認めていません。

会派・議員 交付額 研究
研修費

調査
旅費

資料
作成費

資料
購入費

会　派
議　員
負担分

残余金
返納額

会派議員
負担分差
引合計額広報費 広聴費 合計

720,000

1,080,000

720,000

1,440,000

720,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

7,200,000

0

0

0

3,342

0

0

0

0

0

0

0

0

3,342

0

304,709

146,322

1,440,000

327,306

79,895

17,464

128,845

116,287

105,896

144,950

184,767

2,996,441

720,000

775,291

573,678

0

392,694

280,105

342,536

231,155

243,713

254,104

215,050

175,233

4,203,559

（単位：円）

市民の会

所属
議員
数

政務活動費項目別集計

2

3

2

4

2

1

1

1

1

1

1

1

20

結

日本共産党

赤木忠德

横路政之

桂藤和夫

藤原洋二

吉川遂也

松本みのり

前田智永

合計

地域政党きずな
庄原議員団

里山みらい会議

0 0

0

0

0

72,088
（2件）

230,641
（2件）

484,817
（3件）
167,193
（2件）

53,610
（1件）
42,630
（1件）
60,848
（1件）

92,249
（3件）

4,292
（1件）

1,136,280
（14件）

146,322
（1件）
463,033
（3件）
160,113
（3件）
79,895
（1件）
15,374
（1件）
75,235
（3件）
73,657
（2件）
45,048
（2件）
138,788
（5件）
92,518
（3件）

1,362,071
（26件）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
（件）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
（件）

5,940
（3件）

0

1,980
（1件）

0

0

0

0

2,090
（1件）

1,870
（1件）

0

0

0

0

495,492
（1件）

0

0

0

495,492
（1件）

0

0
（件）

304,709
（5件）
146,322
（1件）

1,443,342
（7件）
327,306
（5件）
79,895
（1件）
17,464
（2件）
128,845
（4件）
116,287
（3件）
105,896
（3件）
144,950
（7件）
184,767
（6件）

2,999,783
（44件）
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主な補正(第2号)の内容

一般会計補正予算を定例会
6月

●令和５年度一般会計補正予算（第２号）（第３号）

補正額 事業名 補正内容

主な補正(第3号)の内容

補正額 事業名 補正内容

一般会計補正予算（第２号）

一般会計補正予算（第３号）

１億4,464万円（追加）

４億2,237万1,000円（追加）

２億2,179万2,000円（追加）

303億6,868万2,000円

305億9,047万4,000円

会計名 補正額 補正後の総額

原案可決

電力・ガス・食料品等価格
高騰緊急支援給付事業

令和５年度住民税均等割非課税世帯に１世帯当たり３
万円の生活支援金を給付するもの

9,348万7千円（追加） 新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

新型コロナウイルスワクチンの追加接種にかかる会計年
度任用職員給料、時間外勤務手当、接種券発送郵便
料、ワクチン接種委託料など

210万円（追加） 保育所管理運営事業
備品購入費

保育所の送迎用バス等に設置する児童の置き去り防止
のための安全装置の購入に係る費用

402万5千円（追加） 小学校通学支援事業 小学校の送迎用バスに設置する児童の置き去り防止の
ための安全装置の購入に係る費用など

1,969万円（追加） 都市公園管理事業
工事請負費

上野総合運動公園陸上競技場の施設内にある和式トイ
レの洋式化に係る経費

1,338万8千円（追加） 生活困窮者支援事業
令和５年度住民税所得割非課税世帯（住民税均等割の
み課税世帯）に１世帯当たり１万５千円の生活支援金を
給付するもの

１億2,646万6千円（追加） 商工振興事業

原油価格や物価高騰が経営に大きく影響を及ぼす中、
市内事業者の負担軽減と事業継続につなげるため、支
援金を交付するもの
(燃料費及び光熱費の10％の額［上限50万円、下限3
万円］)

物価高騰に伴い学校給食にかかる食材費が高騰する
中、保護者に新たな負担を求めることなく、量や栄養バラ
ンスを保った学校給食の実施を図るため、市内学校給食
会等に支援金を交付するもの

１億2,961万1千円（追加）

826万6千円（追加）

キャッシュレス決済
推進事業

学校給食事務局
管理事業

申込を行った市民の「なみか」「ほろか」カードに５千円分
のプレミアムポイントを付与するもの

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
６
月
定
例
会

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
設
置
し
、
本

会
議
の
傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
に
自

由
回
答
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 傍

聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

令和4年3月定例会から令和5年3月定例会までを集計

感
想
か
ら
・
・

☆
以
前
よ
り
傍
聴
者
が

少
な
い
。

☆
質
問
者
と
質
問
事
項

の
書
類
を
い
た
だ

き
、
質
問
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の

で
大
変
よ
か
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後

も
継
続
す
る
予
定
で

す
。
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

■以前に庄原市議会の会議をご覧になったこと
　がありますか。

■議会だよりを読んでいますか。

■庄原市議会のホームページからアクセスでき
る「会議録検索システム」（過去の本会議録を

　検索できるシステム）」をご存知ですか。

②見たことがない
　4.5%

①見たことがある
　95.5%

回　答

合　計

①見たことがある
②見たことがない

21
1
22

人数

回　答

合　計

①議場での傍聴
②イントラネットの中継
③インターネット録画配信

17
6
5
28

人数

①見たことがある

⇒

・何でご覧になりましたか。

17

6 5

0
5
10
15
20
25

①
議
場
で
の

　

傍
聴

②
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

　

の
中
継

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

録
画
配
信

回　答

合　計

①一般質問
②議案の審議
③特定議員の発言

21
11
1
33

人数

・どのような内容をご覧になりましたか。
21

11

1
0
5
10
15
20
25

①
一
般
質
問

②
議
案
の
審
議

③
特
定
議
員
の
発
言

②ときどき読んでいる
　28.6% ①毎号

　読んでいる
　61.9%

③読んでいない
　29.5%

回　答

合　計

①毎号読んでいる
②ときどき読んでいる
③読んでいない

13
6
2
21

人数

回　答

合　計

①知っている
②知らない
③無記入

15
6
1
22

人数 ③無記入
　4.5%

②知らない
　27.3%

①知っている
　68.2%

■庄原市のホームページから議会の中継及び
　録画映像を視聴できることをご存知ですか。

回　答

合　計

①知っている
②知らない

20
1
21

人数 ②知らない
　4.8%

①知っている
　95.2%

（複数回答有）

（複数回答有）
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主な補正(第2号)の内容

一般会計補正予算を定例会
6月

●令和５年度一般会計補正予算（第２号）（第３号）

補正額 事業名 補正内容

主な補正(第3号)の内容

補正額 事業名 補正内容

一般会計補正予算（第２号）

一般会計補正予算（第３号）

１億4,464万円（追加）

４億2,237万1,000円（追加）

２億2,179万2,000円（追加）

303億6,868万2,000円

305億9,047万4,000円

会計名 補正額 補正後の総額

原案可決

電力・ガス・食料品等価格
高騰緊急支援給付事業

令和５年度住民税均等割非課税世帯に１世帯当たり３
万円の生活支援金を給付するもの

9,348万7千円（追加） 新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

新型コロナウイルスワクチンの追加接種にかかる会計年
度任用職員給料、時間外勤務手当、接種券発送郵便
料、ワクチン接種委託料など

210万円（追加） 保育所管理運営事業
備品購入費

保育所の送迎用バス等に設置する児童の置き去り防止
のための安全装置の購入に係る費用

402万5千円（追加） 小学校通学支援事業 小学校の送迎用バスに設置する児童の置き去り防止の
ための安全装置の購入に係る費用など

1,969万円（追加） 都市公園管理事業
工事請負費

上野総合運動公園陸上競技場の施設内にある和式トイ
レの洋式化に係る経費

1,338万8千円（追加） 生活困窮者支援事業
令和５年度住民税所得割非課税世帯（住民税均等割の
み課税世帯）に１世帯当たり１万５千円の生活支援金を
給付するもの

１億2,646万6千円（追加） 商工振興事業

原油価格や物価高騰が経営に大きく影響を及ぼす中、
市内事業者の負担軽減と事業継続につなげるため、支
援金を交付するもの
(燃料費及び光熱費の10％の額［上限50万円、下限3
万円］)

物価高騰に伴い学校給食にかかる食材費が高騰する
中、保護者に新たな負担を求めることなく、量や栄養バラ
ンスを保った学校給食の実施を図るため、市内学校給食
会等に支援金を交付するもの

１億2,961万1千円（追加）

826万6千円（追加）

キャッシュレス決済
推進事業

学校給食事務局
管理事業

申込を行った市民の「なみか」「ほろか」カードに５千円分
のプレミアムポイントを付与するもの

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
６
月
定
例
会

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
設
置
し
、
本

会
議
の
傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
に
自

由
回
答
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 傍

聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

令和4年3月定例会から令和5年3月定例会までを集計

感
想
か
ら
・
・

☆
以
前
よ
り
傍
聴
者
が

少
な
い
。

☆
質
問
者
と
質
問
事
項

の
書
類
を
い
た
だ

き
、
質
問
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の

で
大
変
よ
か
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後

も
継
続
す
る
予
定
で

す
。
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

■以前に庄原市議会の会議をご覧になったこと
　がありますか。

■議会だよりを読んでいますか。

■庄原市議会のホームページからアクセスでき
る「会議録検索システム」（過去の本会議録を

　検索できるシステム）」をご存知ですか。

②見たことがない
　4.5%

①見たことがある
　95.5%

回　答

合　計

①見たことがある
②見たことがない

21
1
22

人数

回　答

合　計

①議場での傍聴
②イントラネットの中継
③インターネット録画配信

17
6
5
28

人数

①見たことがある

⇒

・何でご覧になりましたか。

17

6 5

0
5
10
15
20
25

①
議
場
で
の

　

傍
聴

②
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

　

の
中
継

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

録
画
配
信

回　答

合　計

①一般質問
②議案の審議
③特定議員の発言

21
11
1
33

人数

・どのような内容をご覧になりましたか。
21

11

1
0
5
10
15
20
25

①
一
般
質
問

②
議
案
の
審
議

③
特
定
議
員
の
発
言

②ときどき読んでいる
　28.6% ①毎号

　読んでいる
　61.9%

③読んでいない
　29.5%

回　答

合　計

①毎号読んでいる
②ときどき読んでいる
③読んでいない

13
6
2
21

人数

回　答

合　計

①知っている
②知らない
③無記入

15
6
1
22

人数 ③無記入
　4.5%

②知らない
　27.3%

①知っている
　68.2%

■庄原市のホームページから議会の中継及び
　録画映像を視聴できることをご存知ですか。

回　答

合　計

①知っている
②知らない

20
1
21

人数 ②知らない
　4.8%

①知っている
　95.2%

（複数回答有）

（複数回答有）
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本
市
の
人
口
減
少
は
依
然
と
し
て

継
続
し
、
令
和
５
年
４
月
30
日
現

在
の
人
口
は
３
２
，
３
８
７
人
で
あ
る
。こ

の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
行
く
と
第
２
期
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
令
和
７
年
の
人
口

を
も
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

❶
長
期
総
合
計
画
の
目
標
人
口
を
す

で
に
下
回
っ
た
こ
と
の
評
価
と
分
析
、
検

証
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　

❷
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
の
展
望
を
伺

う
。

❶
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
人

口
減
少
」
は
、
第
２
期
長
期
総
合
計

画
で
目
標
人
口
を
令
和
７
年
国
勢
調
査
人
口

３
２
，
７
０
０
人
以
上
と
設
定
し
た
。

　

目
標
達
成
に
向
け
、
長
期
的
な
視
点
に
も

と
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
対
し
総
合
的

か
つ
粘
り
強
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
第

２
期
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
中
か

ら
、
優
先
し
て
実
施
す
べ
き
事
業
を
「
庄
原

い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
に
掲
載
し
、
重
点
的
に

推
進
し
て
き
た
。

　

第
２
期
長
期
総
合
計
画
の
目
標
人
口
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
移
住
・
定
住
施
策

を
利
用
し
て
移
住
さ
れ
た
方
が
大
幅
に
増
加

し
、社
会
減
の
減
少
幅
は
縮
小
傾
向
と
な
り
、

「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

　

❷
我
が
国
全
体
で
人
口
減
少
が
進
展
し
厳

し
い
状
況
だ
が
、
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て

も
、
市
民
が
誇
り
を
も
ち
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
業
を
通
じ
た
関
係
人

口
の
創
出
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
た
人
口
減
少
対
策

と
し
て
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
に
掲
載

し
て
い
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
、

人
口
減
少
に
直
接
効
果
が
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
新
た
な
施
策
も
検
討
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
、
諦
め
る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
、
人
口
減

少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
楽
笑
座
の
今
後
の
活
用
方
針
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

五島　　誠 議員
ご  しま まこと

人
口
減
少
に
つ
い
て

開
催
日

6
月
14
日

■
議
員
一
般
表
彰

議
員
10
年
以
上

政　

野　
　
　

太

開
催
日

5
月
30
日

■
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
32
年
以
上

堀　

井　

秀　

昭

　

議
員
20
年
以
上　
　
　
　
　

赤　

木　

忠　

德

本
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を
祈
り
ま
す

代表挨拶　政野太議員

令和５年６月 定例会議決結果
■賛成全員のもの

93
94
95
96
97
98
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
6
7

庄原市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
庄原市税条例の一部を改正する条例
庄原市森林体験交流施設設置及び管理条例の一部を改正する条例
工事請負契約の締結について
令和５年度庄原市一般会計補正予算（第２号）
令和５年度庄原市一般会計補正予算（第３号）
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
地方財政の充実・強化に関する意見書
少人数学級の実現と教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

事　　　　件　　　　名 議決結果番号種類議決日

6月9日

6月30日

議案

議案

発議

　令和5年4月に議長へ就任した林高正議長が、同年7月、議会の活性化、市民の負託に応えられる議
会を実現し、市民福祉の向上と市政の発展に寄与するため、次の3点について、議会運営委員会に諮
問し、今後、同委員会において調査検討することになりました。

１．議会の見える化について（速やかな議会だよりの発行・議会広報委員会の常任委員会化の検討等）
２．議員活動の活性化について（市民と語る会［井戸端スタイル］の新設、議員間討論の活性化等）
３．議員定数及び議員報酬について（継続案件）

林高正議長が議会運営委員会へ諮問

411

6月定例会では、12名が個人質問を行いました。6月定例会では、12名が個人質問を行いました。

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
の
１
区

画
を
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
改
修
す

る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。安
全
面
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
質
問
に
対

し
、
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
理
解
さ
れ
て
の

取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
、
備
北
で
誇
れ
る

図
書
館
に
は
な
り
得
な
い
と
思
う
が
、
現

時
点
で
の
状
況
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
１
階
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
い
た
が
、
読
書
や
学

習
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
同
一
フ
ロ
ア
に
あ
る

こ
と
や
狭
く
て
、
幼
児
な
ど
が
声
を
出
し

て
本
読
み
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題

点
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
解

決
し
、
よ
り
多
く
の
親
子
が
集
い
、
本
読

み
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
検
討

し
て
改
修
を
計
画
し
た
。

　

完
成
す
れ
ば
、
子
供
や
親
子
専
用
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
、
親
子
で
語
り
読
み

や
、
子
供
読
書
グ
ル
ー
プ
が
活
動
で
き
る
こ

と
な
ど
、
子
供
が
本
を
好
き
に
な
る
場
所
と

し
て
有
効
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
共

同
募
金
の
単
年
度
申
請
の
配
分
金

に
よ
る
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
運
営
は
脆

弱
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
１
０
０
名
を

超
え
る
と
思
わ
れ
る
各
年
齢
層
の
支
援
に

は
、
第
一
段
階
と
し
て
専
門
知
識
を
持
っ
た

人
材
雇
用
が
必
須
と
考
え
る
。人
件
費
も

含
め
本
市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。本

市
の
相
談
支
援
体
制
は
、
本
庁

の
社
会
福
祉
課
、
保
健
医
療
課
の

ほ
か
、
各
支
所
に
も
保
健
師
を
配
置
し
、

ひ
き
こ
も
り
を
含
め
た
相
談
窓
口
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
共
同
募
金
の

配
分
金
収
入
や
、
寄
付
金
収
入
等
を
主
な

財
源
と
し
、
総
合
セ
ン
タ
ー
や
地
域
セ
ン

タ
ー
に
職
員
を
配
置
し
、
民
生
委
員
や
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所
と
も
連
携
す
る
中

で
、
他
の
業
務
と
の
兼
務
に
よ
り
、
本
人

や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
庄
原
市
民

会
館
・
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

〇
庄
原
市
立
小
・
中
学
校
の
再
編
計
画
に

つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

市
内
の
子
供
達
の

　
　
　

読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て

❶
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
し

て
、
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
の
中

で
は
災
害
時
の
救
出
救
護
活
動
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
想
定
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

❷
平
常
時
か
ら
本
市
も
自
主
防
災
組

織
に
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
情
報

を
提
供
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

❸
今
後
も
共
助
の
考
え
方
は
益
々
重
要

と
な
り
、
自
主
防
災
組
織
に
期
待
さ
れ
る

部
分
が
増
え
て
い
く
と
考
え
る
。一
方
で
組

織
運
営
に
あ
た
り
、
役
員
の
高
齢
化
や
人

材
不
足
な
ど
課
題
も
多
い
。自
主
防
災
組

織
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

❶
平
常
時
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行

う
研
修
会
な
ど
で
、
早
め
の
避
難
行

動
に
対
す
る
意
識
付
け
や
早
期
避
難
の
呼
び

か
け
、
避
難
所
の
円
滑
な
開
設
・
運
営
に
向

け
た
訓
練
等
が
、
重
要
な
活
動
と
な
る
。

　

災
害
時
は
、
高
齢
者
等
要
支
援
者
に
対
す

る
早
め
の
避
難
の
呼
び
か
け
や
避
難
支
援
、

市
等
へ
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
救
出
救
護
活

動
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
活
動
に
危
険

が
及
ば
な
い
可
能
な
範
囲
で
の
救
出
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

❷
名
簿
情
報
の
提
供
は
、
防
災
対
策
基
本

法
や
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
に
も
と
づ
き
、

平
常
時
か
ら
災
害
発
生
時
に
備
え
る
た
め
、

避
難
支
援
等
関
係
者
に
対
し
、
名
簿
情
報
の

提
供
を
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
関
係
機
関
等

へ
の
提
供
は
、
取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を

要
す
る
情
報
で
あ
り
、運
用
に
当
た
っ
て
は
、

誓
約
書
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
申
し
出

の
あ
っ
た
自
治
振
興
区
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
に
提
供
し
、
円
滑
で
迅
速
な
避
難
支
援
に

活
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

❸
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
自

主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
創
設
し
、
資
機

材
の
整
備
に
加
え
、
防
災
訓
練
や
防
災
研
修

な
ど
、
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
活

動
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
防
災
士
の
育

成
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
が
取
り
組
む
訓
練
等
へ
の

連
携
や
助
言
も
含
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

組
織
の
維
持
・
強
化
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　　
一般質問の
動画は
こちらから

吉川　遂也 議員
きっ  かわ みち  や

❶
N
P
O
法
人
の
調
査
に
よ
る
と

10
代
の
性
的
少
数
者
の
48
．１
％

が
自
殺
を
考
え
、
14
％
が
自
殺
し
よ
う
と

し
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
９
割
を
超
え
る

人
が
保
護
者
に
も
教
職
員
に
も
相
談
で
き

な
い
と
答
え
て
い
る
。本
市
の
学
校
教
育

現
場
も
、
当
事
者
目
線
で
の
合
理
的
配
慮

や
、
人
権
教
育
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

❷
国
内
で
少
な
く
と
も
、
20
〜
30
人
に

１
人
と
さ
れ
る
性
的
少
数
者
は
、
庄
原
市

に
も
多
く
の
当
事
者
が
お
ら
れ
る
と
考
え

る
。性
の
多
様
性
へ
の
合
理
的
配
慮
に
関

す
る
職
員
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
差
別

禁
止
に
踏
み
込
ん
だ
条
例
も
必
要
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

❶
文
部
科
学
省
は
令
和
４
年
12
月
、

「
生
徒
指
導
提
要
」
の
改
訂
を
行
い
、

学
校
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す

る
、
児
童
生
徒
と
他
の
児
童
生
徒
へ
の
配

慮
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、「
髪
型
や
ト
イ

レ
使
用
の
こ
と
」「
更
衣
室
や
制
服
の
こ
と
」

な
ど
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に
通

え
る
よ
う
に
提
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
当
事
者
の
思
い
や

保
護
者
の
考
え
な
ど
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

個
別
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
当
事
者
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
機
関
や
専
門
機
関
と
も
連
携
も
図
る

な
ど
、
相
談
体
制
を
整
え
、
よ
り
一
層
理

解
増
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。

　

❷
職
員
の
さ
ら
な
る
人
権
意
識
の
高
揚

は
、
引
き
続
き
、
研
修
会
の
実
施
や
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
関
係
法
令
等
の

情
報
提
供
を
通
じ
て
、
多
様
な
性
の
あ
り

方
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
理
解
を
深
め
て
い
く
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
基

本
原
則
の
1
つ
に
「
人
権
尊
重
の
原
則
」

を
規
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
人
権
侵
害

の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
関

係
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
人
権
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
条
例
は
、
憲

法
や
地
方
自
治
法
で
、
法
令
の
範
囲
内
に

よ
る
制
定
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現

時
点
で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の
基
本
理
念
を
踏

ま
え
た
国
の
施
策
を
注
視
し
て
い
く
。

　　
一般質問の
動画は
こちらから

松本みのり 議員
まつもと

性
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、

  

一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

近藤　久子 議員
こん どう ひさ   こ
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6月定例会では、12名が個人質問を行いました。6月定例会では、12名が個人質問を行いました。

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
の
１
区

画
を
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
改
修
す

る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。安
全
面
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
質
問
に
対

し
、
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
理
解
さ
れ
て
の

取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
、
備
北
で
誇
れ
る

図
書
館
に
は
な
り
得
な
い
と
思
う
が
、
現

時
点
で
の
状
況
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
１
階
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
い
た
が
、
読
書
や
学

習
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
同
一
フ
ロ
ア
に
あ
る

こ
と
や
狭
く
て
、
幼
児
な
ど
が
声
を
出
し

て
本
読
み
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題

点
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
解

決
し
、
よ
り
多
く
の
親
子
が
集
い
、
本
読

み
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
検
討

し
て
改
修
を
計
画
し
た
。

　

完
成
す
れ
ば
、
子
供
や
親
子
専
用
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
、
親
子
で
語
り
読
み

や
、
子
供
読
書
グ
ル
ー
プ
が
活
動
で
き
る
こ

と
な
ど
、
子
供
が
本
を
好
き
に
な
る
場
所
と

し
て
有
効
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
共

同
募
金
の
単
年
度
申
請
の
配
分
金

に
よ
る
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
運
営
は
脆

弱
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
１
０
０
名
を

超
え
る
と
思
わ
れ
る
各
年
齢
層
の
支
援
に

は
、
第
一
段
階
と
し
て
専
門
知
識
を
持
っ
た

人
材
雇
用
が
必
須
と
考
え
る
。人
件
費
も

含
め
本
市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。本

市
の
相
談
支
援
体
制
は
、
本
庁

の
社
会
福
祉
課
、
保
健
医
療
課
の

ほ
か
、
各
支
所
に
も
保
健
師
を
配
置
し
、

ひ
き
こ
も
り
を
含
め
た
相
談
窓
口
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
共
同
募
金
の

配
分
金
収
入
や
、
寄
付
金
収
入
等
を
主
な

財
源
と
し
、
総
合
セ
ン
タ
ー
や
地
域
セ
ン

タ
ー
に
職
員
を
配
置
し
、
民
生
委
員
や
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所
と
も
連
携
す
る
中

で
、
他
の
業
務
と
の
兼
務
に
よ
り
、
本
人

や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
庄
原
市
民

会
館
・
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

〇
庄
原
市
立
小
・
中
学
校
の
再
編
計
画
に

つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

市
内
の
子
供
達
の

　
　
　

読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て

❶
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
し

て
、
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
の
中

で
は
災
害
時
の
救
出
救
護
活
動
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
想
定
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

❷
平
常
時
か
ら
本
市
も
自
主
防
災
組

織
に
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
情
報

を
提
供
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

❸
今
後
も
共
助
の
考
え
方
は
益
々
重
要

と
な
り
、
自
主
防
災
組
織
に
期
待
さ
れ
る

部
分
が
増
え
て
い
く
と
考
え
る
。一
方
で
組

織
運
営
に
あ
た
り
、
役
員
の
高
齢
化
や
人

材
不
足
な
ど
課
題
も
多
い
。自
主
防
災
組

織
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

❶
平
常
時
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行

う
研
修
会
な
ど
で
、
早
め
の
避
難
行

動
に
対
す
る
意
識
付
け
や
早
期
避
難
の
呼
び

か
け
、
避
難
所
の
円
滑
な
開
設
・
運
営
に
向

け
た
訓
練
等
が
、
重
要
な
活
動
と
な
る
。

　

災
害
時
は
、
高
齢
者
等
要
支
援
者
に
対
す

る
早
め
の
避
難
の
呼
び
か
け
や
避
難
支
援
、

市
等
へ
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
救
出
救
護
活

動
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
活
動
に
危
険

が
及
ば
な
い
可
能
な
範
囲
で
の
救
出
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

❷
名
簿
情
報
の
提
供
は
、
防
災
対
策
基
本

法
や
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
に
も
と
づ
き
、

平
常
時
か
ら
災
害
発
生
時
に
備
え
る
た
め
、

避
難
支
援
等
関
係
者
に
対
し
、
名
簿
情
報
の

提
供
を
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
関
係
機
関
等

へ
の
提
供
は
、
取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を

要
す
る
情
報
で
あ
り
、運
用
に
当
た
っ
て
は
、

誓
約
書
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
申
し
出

の
あ
っ
た
自
治
振
興
区
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
に
提
供
し
、
円
滑
で
迅
速
な
避
難
支
援
に

活
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

❸
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
自

主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
創
設
し
、
資
機

材
の
整
備
に
加
え
、
防
災
訓
練
や
防
災
研
修

な
ど
、
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
活

動
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
防
災
士
の
育

成
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
が
取
り
組
む
訓
練
等
へ
の

連
携
や
助
言
も
含
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

組
織
の
維
持
・
強
化
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　　
一般質問の
動画は
こちらから

吉川　遂也 議員
きっ  かわ みち  や

❶
N
P
O
法
人
の
調
査
に
よ
る
と

10
代
の
性
的
少
数
者
の
48
．１
％

が
自
殺
を
考
え
、
14
％
が
自
殺
し
よ
う
と

し
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
９
割
を
超
え
る

人
が
保
護
者
に
も
教
職
員
に
も
相
談
で
き

な
い
と
答
え
て
い
る
。本
市
の
学
校
教
育

現
場
も
、
当
事
者
目
線
で
の
合
理
的
配
慮

や
、
人
権
教
育
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

❷
国
内
で
少
な
く
と
も
、
20
〜
30
人
に

１
人
と
さ
れ
る
性
的
少
数
者
は
、
庄
原
市

に
も
多
く
の
当
事
者
が
お
ら
れ
る
と
考
え

る
。性
の
多
様
性
へ
の
合
理
的
配
慮
に
関

す
る
職
員
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
差
別

禁
止
に
踏
み
込
ん
だ
条
例
も
必
要
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

❶
文
部
科
学
省
は
令
和
４
年
12
月
、

「
生
徒
指
導
提
要
」
の
改
訂
を
行
い
、

学
校
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す

る
、
児
童
生
徒
と
他
の
児
童
生
徒
へ
の
配

慮
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、「
髪
型
や
ト
イ

レ
使
用
の
こ
と
」「
更
衣
室
や
制
服
の
こ
と
」

な
ど
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に
通

え
る
よ
う
に
提
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
当
事
者
の
思
い
や

保
護
者
の
考
え
な
ど
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

個
別
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
当
事
者
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
機
関
や
専
門
機
関
と
も
連
携
も
図
る

な
ど
、
相
談
体
制
を
整
え
、
よ
り
一
層
理

解
増
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。

　

❷
職
員
の
さ
ら
な
る
人
権
意
識
の
高
揚

は
、
引
き
続
き
、
研
修
会
の
実
施
や
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
関
係
法
令
等
の

情
報
提
供
を
通
じ
て
、
多
様
な
性
の
あ
り

方
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
理
解
を
深
め
て
い
く
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
基

本
原
則
の
1
つ
に
「
人
権
尊
重
の
原
則
」

を
規
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
人
権
侵
害

の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
関

係
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
人
権
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
条
例
は
、
憲

法
や
地
方
自
治
法
で
、
法
令
の
範
囲
内
に

よ
る
制
定
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現

時
点
で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の
基
本
理
念
を
踏

ま
え
た
国
の
施
策
を
注
視
し
て
い
く
。

　　
一般質問の
動画は
こちらから

松本みのり 議員
まつもと

性
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、

  

一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

近藤　久子 議員
こん どう ひさ   こ
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学
校
で
、
子
ど
も
の
熱
中
症
を
防

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本

市
は
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は

す
で
に
完
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
今

後
の
設
置
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。ま
た
、体
育
館
の
空
調
設
備
の
設
置

も
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

本
市
の
小
中
学
校
の
冷
房
設
備
設

置
状
況
は
、
普
通
教
室
は
す
べ
て

の
教
室
に
設
置
し
て
い
る
。

　

特
別
教
室
は
学
校
毎
に
、
児
童
生
徒
数

や
教
室
の
利
用
頻
度
、
室
内
温
度
、
普
通

教
室
で
代
替
が
可
能
か
な
ど
を
勘
案
し
て

設
置
し
、
設
置
率
は
、
小
学
校
56
％
、
中

学
校
51
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
は
、
空
調
設
備
を
設
置
し
て
い

る
学
校
は
な
い
が
、
大
型
扇
風
機
の
設
置

の
ほ
か
、
小
ま
め
な
休
憩
、
適
切
な
水
分

補
給
の
指
導
等
の
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
は
、
本
年
５
月
に
改
正
気
候
変
動

適
応
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国

か
ら
、
学
校
教
育
活
動
に
お
け
る
、
さ
ら

な
る
熱
中
症
対
策
に
係
る
通
知
が
出
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

激
痛
を
と
も
な
う
帯
状
疱
疹
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
生
ワ
ク
チ
ン
の
ほ

か
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
よ
り
効
果
の
高
い

デ
ー
タ
も
出
て
い
る
。帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
助
成
が
必
要
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国

が
予
防
接
種
法
に
も
と
づ
い
て
行

う
定
期
接
種
で
は
な
く
、
任
意
接
種
と
し

て
行
わ
れ
、
現
在
、
市
で
は
助
成
制
度
を

設
け
て
い
な
い
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
よ
り
８
千
円
か
ら
４
万
円
程
度

の
実
費
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
い
た
だ

き
、
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
に
対
す
る
助
成

は
、
本
来
、
法
に
も
と
づ
く
全
国
一
律
の

定
期
接
種
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

定
期
接
種
化
は
、
国
の
専
門
委
員
会
で
、

ワ
ク
チ
ン
に
期
待
さ
れ
る
効
果
や
導
入
年
齢

な
ど
、
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
今

後
も
国
の
対
応
や
広
島
県
の
助
成
に
対
す
る

方
針
を
注
視
し
、
他
市
町
の
取
組
状
況
も
踏

ま
え
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

全
国
的
な
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数

の
減
少
や
、
教
員
の
働
き
方
改
革

等
で
、
今
後
の
中
学
校
の
部
活
動
の
あ
り

方
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
本
市
の
中
学
校
の
部
活
動
の
方
向
性

や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

移
行
関
連
は
、
本
年
度
に
入
っ
て

「
庄
原
市
立
中
学
校
部
活
動
検
討

会
」
を
設
置
し
、
議
論
を
深
め
て
い
く
と

し
て
い
る
。

　

中
山
間
地
域
に
あ
る
本
市
は
、
生
徒
数

の
減
少
や
指
導
者
不
足
、
受
け
入
れ
る
団

体
や
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
な
ど
の
厳
し

い
現
状
が
あ
る
中
で
、
持
続
可
能
な
部
活

動
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
部
活
動
が

で
き
る
の
か
と
い
う
観
点
で
見
た
と
き
、

極
め
て
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
問
題
を
協
議
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

移
行
対
策
や
改
善
策
を
練
り
、
こ
れ
ま
で

の
部
活
動
や
指
導
の
あ
り
方
も
踏
ま
え
、
そ

の
上
で
工
夫
を
加
え
た
こ
と
も
で
き
な
い
か

国
や
県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る
本
市

の
林
業
は
重
要
な
基
幹
産
業
の
一つ

で
あ
る
。

　

昨
今
、
自
伐
林
家
や
自
伐
型
林
業
が
、

地
域
の
森
林
整
備
や
地
域
活
性
化
の
面

か
ら
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
自
伐
型
林
業
の
施
策
も
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

　
　
　

本
市
で
は
「
22
世
紀
の
庄
原
の
森
林

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
き
、

「
儲
か
る
循
環
型
林
業
」
を
目
指
す
姿
と

し
、
本
市
の
森
林
資
源
を
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
度
よ
り
植
栽
へ
の
補
助
率
を
拡
充

し
、
下
刈
り
・
除
伐
・
枝
打
ち
・
保
育
間

伐
を
補
助
対
象
に
加
え
、
再
造
林
を
促
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

は
、
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン
及
び
フ
ォ
レ
ス

ト
ワ
ン
の
新
工
場
が
稼
働
す
る
こ
と
で
、
庄

原
産
材
を
長
期
か
つ
安
定
的
に
生
産
・
供
給

で
き
る
体
制
が
整
う
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
取
り
組
み
は
、
自
伐

型
林
業
を
は
じ
め
多
様
な
林
業
従
事
者

が
、
持
続
的
な
森
林
整
備
に
従
事
し
て
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る

林
業
施
策
の
多
様
化
に
つ
い
て

少
子
化
が
深
刻
な
本
市
に
お
け
る

子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

横路　政之 議員
よこ  ろ まさ ゆき

　　
一般質問の
動画は
こちらから

國利　知史 議員
くに  とし ともふみ

も　

り

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
「
無

保
険
者
を
作
り
出
す
愚
策
」
と
し

て
一
体
化
に
猛
反
対
し
て
い
る
。保
険
証
１

枚
で
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
一
体
化
の
意

義
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
介

し
て
、国
民
が
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
、

自
身
の
直
近
の
資
格
情
報
が
即
時
に
確
認
で

き
る
こ
と
、
本
人
同
意
の
も
と
、
過
去
の
薬

剤
情
報
や
特
定
健
診
情
報
の
医
療
機
関
等
へ

の
提
供
に
よ
り
、
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
た
、

よ
り
適
切
な
医
療
の
提
供
が
可
能
と
な
る
こ

と
な
ど
、
国
民
の
暮
ら
し
に
恩
恵
を
も
た
ら

す
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

医
療
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
国
民
が

安
心
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
で

き
る
よ
う
、
国
に
は
丁
寧
に
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

最
高
裁
判
所
が
「
上
告
審
を
受
理

し
な
い
」こ
と
を
決
定
し
、
庄
原
市

の
主
張
は
す
べ
て
退
け
た
高
裁
判
決
が
確

定
し
た
。ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
、市
民
に

説
明
さ
れ
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　

今
後
の
補
助
金
事
業
の
執
行
は
、
関

係
法
令
に
従
っ
て
処
理
し
、
補
助
金

事
業
リ
ス
ク
管
理
審
査
会
等
で
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
、適
正
な
事
業
執
行
を
徹
底
し
て
い
く
。

　

判
決
確
定
に
と
も
な
う
対
応
が
継
続
中
で

あ
る
た
め
、
一
連
の
対
応
を
行
う
中
で
、
市

民
の
方
に
経
過
等
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
自
衛
官
募
集
業
務
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

谷口　隆明 議員
たに ぐち たか あき

熱
中
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
の
予
防
強
化
に
つ
い
て

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

は
、
三
次
市
、
安
芸
高
田
市
も
含

め
、
５
月
時
点
で
全
国
の
人
口
の
約
７
割

の
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、
明
石
市

は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
も
制
度
化

し
て
い
る
。本
市
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
制
度
実
施
に
向
け
た
方
針
の

整
理
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
関
連
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
に
向
け
、
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　

制
度
の
実
施
に
向
け
て
は
、
市
民
の
多
様

性
を
認
め
合
う
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
通
じ
て

啓
発
事
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る
中
で
、
制

度
を
導
入
し
て
い
く
。

　

先
般
、
成
立
し
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の
基
本
理

念
や
地
方
公
共
団
体
の
役
割
な
ど
を
踏
ま
え

た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
制
度
の
構
築
に

際
し
て
、
整
合
を
図
っ
て
い
く
。　

共
働
き
や
働
き
方
の
多
様
化
で
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
放
課
後

子
供
教
室
の
利
用
希
望
者
が
増
え
て
い

る
。児
童
数
が
増
え
て
い
る
永
末
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
、
自
治
振
興
区
の

老
朽
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
山
内
小
学
校

放
課
後
子
供
教
室
は
、
対
応
が
急
が
れ

る
。学
校
施
設
を
利
用
し
た
放
課
後
の
子

供
の
居
場
所
に
つ
い
て
対
応
を
伺
う
。

　
　

本
年
度
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

放
課
後
子
供
教
室
を
校
舎
の
一
部
を

利
用
し
て
い
る
小
学
校
は
３
校
、
敷
地
内
の

子
育
て
支
援
施
設
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
小

学
校
は
５
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
内
小
学
校
は
、
山
内
自
治
振
興
区
か
ら

の
依
頼
で
、
校
舎
の
一
部
と
体
育
館
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
、
放
課
後
子
供
教
室
と
共
用
す
る

旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項
書
を
交
わ
し
、現
在
は
、

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
。

　

永
末
小
学
校
は
、
利
用
す
る
児
童
数
が
増

加
し
た
た
め
、
協
議
に
よ
り
調
整
し
校
舎
の

一
部
を
利
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
永
末

保
育
所
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
永
末
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
伴
う
教

育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

藤木百合子 議員
ふじ  き ゆ　 り　 こ

バ
イ
オ
マ
ス
裁
判
の
結
審
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　

市
と
し
て
の
総
括
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
で
、

　
　
　
　   

国
民
皆
保
険
制
度
は
守
れ
る
の
か

人
権
尊
重
社
会
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　

平
等
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

放
課
後
の
子
供
の
居
場
所
に
つ
い
て

69

❶「
人
口
減
少
対
策
戦
略
本
部
」
で

の
議
論
の
状
況
等
に
つ
い
て
、見
解

を
伺
う
。

　

❷
加
速
化
す
る
少
子
化
の
要
因
の一つ
に

未
婚
化
の
進
展
な
ど
が
あ
る
が
、「
若
者
の

閉
塞
感
を
打
開
す
る
こ
と
が
重
要
」
で
あ

り
、
も
っ
と
若
者
が
住
み
や
す
い
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

❶
戦
略
本
部
で
は
、
外
部
人
材
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
戦
略
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

「
働
く
場
の
確
保
」
等
３
つ
の
視
点
で
議

論
し
、
人
口
減
少
対
策
事
業
の
新
規
事
業

を
提
案
し
て
い
る
。

　

❷
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
が
示
さ
れ
「
若

い
世
代
の
所
得
を
増
や
す
」
等
３
つ
の
基
本

理
念
に
も
と
づ
き
、
今
後
３
年
間
で
「
こ
ど

も
・
子
育
て
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

　

本
市
の
少
子
化
対
策
は
、
国
が
行
う
若
者

向
け
の
対
策
に
注
視
し
つ
つ
、
本
市
独
自
の

新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
。

❶
本
市
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の

取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
取
り
組

み
方
針
等
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

❷
広
島
県
が
防
災
対
策
に
活
用
す
る

航
空
測
量
デ
ー
タ
を
、
林
業
振
興
に
繋
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、見
解
を
伺
う
。

　

❸
令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
さ
れ
る
森
林

環
境
税
に
よ
り
、
そ
の
使
途
で
あ
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

❶
今
年
度
、
経
営
管
理
権
の
設
定
を

し
た
森
林
に
つ
い
て
、
保
育
間
伐
を

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
実
施
す
る
。

　

引
き
続
き
、
経
営
管
理
権
の
設
定
を
進

め
、
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、
保
育
間
伐

を
実
施
し
、
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、
経
営

管
理
の
再
委
託
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

❷
森
林
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

に
は
加
工
が
必
要
と
な
り
、
相
当
の
経
費

が
発
生
し
て
く
る
。

　

本
市
で
は
、
広
島
県
が
森
林
資
源
解
析

を
行
っ
た
情
報
の
提
供
を
受
け
、
保
育
間

伐
の
候
補
地
選
定
な
ど
に
活
用
し
て
い
る

た
め
、
新
た
な
デ
ー
タ
の
活
用
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

　

❸
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

に
関
す
る
法
律
」
に
も
と
づ
き
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
を
活
用

す
る
な
ど
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
は
、
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。近
年
、
全
国
的
に
災
害

が
頻
発
し
激
甚
化
し
て
い
る
。市
民
の
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
計
画
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
防
災
や
減
災
の
具
体
的
な
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。

　

❶
市
民
の
防
災
活
動
促
進
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

❷
全
国
的
に
消
防
団
員
数
は
年
々
減

少
し
、
消
防
団
の
維
持
・
存
続
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。入
団
促
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　

❸
災
害
時
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
危
険

を
察
知
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
の
支
所
単
位
で
の
具
体
的

な
危
険
情
報
の
発
信
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

❶
市
民
の
防
災
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
に
対
し
自

主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
訓
練
な
ど
の
活
動
の
ほ
か
、
資
機

材
の
整
備
・
充
実
を
支
援
し
て
い
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

等
が
進
む
中
、
自
主
防
災
活
動
の
低
下
や
、

組
織
の
中
核
を
担
う
人
材
の
不
足
等
で
、
地

域
防
災
力
の
維
持
に
不
安
の
声
が
上
が
り
始

め
て
い
る
た
め
、
組
織
強
化
と
人
材
の
確
保

に
向
け
た
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

　

❷
本
市
で
は
、
国
の
単
価
を
参
考
に
、

団
員
か
ら
副
分
団
長
ま
で
の
階
級
の
団
員

報
酬
を
、
令
和
５
年
度
か
ら
増
額
し
、
分

団
長
以
上
の
階
級
は
、
減
額
と
な
ら
な
い

よ
う
据
置
く
な
ど
、
本
市
独
自
の
処
遇
改

善
策
を
実
施
し
た
。

　

出
動
手
当
も
、
災
害
に
関
す
る
出
動

は
、
１
日
あ
た
り
８
，
０
０
０
円
に
増
額

し
、
団
員
活
動
に
対
す
る
処
遇
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

　

❸
避
難
情
報
は
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
防
災
気
象
情
報
や
、
降
雨
お
よ
び
河
川
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
全
域
、
ま
た
は
支

所
単
位
で
発
令
し
て
い
る
が
、
局
地
的
な
豪

雨
な
ど
の
場
合
に
は
、
地
域
や
河
川
流
域
を

限
定
し
て
発
令
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
の
区
分
や
内
容

等
を
十
分
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
避

難
行
動
に
結
び
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
の
防
災
・
減
災
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

桂藤　和夫 議員
けい とう かず  お

　　
一般質問の
動画は
こちらから

前田　智永 議員
まえ  だ ち    え

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

入
学
祝
金
制
度
は
、
中
学
校
入
学

の
保
護
者
に
対
し
て
、さ
ら
な
る
拡

充
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
見
解
を
伺
う
。

入
学
祝
金
は
、
使
途
を
限
定
し
た

も
の
で
は
な
い
た
め
、
制
服
や
体

操
服
、
通
学
カ
バ
ン
な
ど
の
費
用
に
充
て

る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
も
寄

与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
は
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
子
育
て
の
課
題
、
本

市
の
実
情
な
ど
を
踏
ま
え
る
中
で
、
出
生

時
か
ら
継
続
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

入
学
祝
金
の
支
給
額
も
、
国
の
子
育
て

支
援
施
策
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関

係
部
署
と
連
携
し
、
総
合
的
な
子
育
て
支

援
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
の
中
で
も
特
に
少

子
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

少
子
化
の
傾
向
を
反
転
さ
せ
る
と
い

う
「
日
本
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
２
０
３
０

年
に
向
け
て
、
国
の
動
向
を
待
つ
の
で
は

な
く
本
市
独
自
の
少
子
化
対
策
の
具
現

化
も
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
思
い
を

伺
う
。少

子
化
対
策
に
つ
な
が
る
主
な
施

策
と
し
て
、
産
科
の
再
開
や
周
産

期
医
療
の
維
持
に
加
え
、
こ
ど
も
未
来
広

場
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
進

め
、
保
育
料
等
の
負
担
軽
減
、
出
産
祝
い

金
・
入
学
祝
い
金
の
支
給
、
乳
幼
児
等
医

療
費
助
成
な
ど
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代

を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
庄
原
市
独
自
の

取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
き
た
。

　

令
和
５
年
度
施
政
方
針
で
述
べ
た
、
子
供

た
ち
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
世
代
が
集
え
る

場
所
の
整
備
を
推
進
し
、
本
市
独
自
施
策
の

拡
充
や
、
新
た
な
取
り
組
み
も
検
討
し
、
引

き
続
き
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
児
童
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

本
市
も
、
ほ
と
ん
ど
の
公
文
書
に

元
号
を
使
用
し
て
い
る
が
、
長
期

的
な
計
画
や
業
務
の
将
来
な
ど
日
付
表

記
は
西
暦
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
て

い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、本
市
で
も
、定
住

外
国
人
が
増
加
し
、
元
号
に
は
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ
る
と
思

う
。

　

元
号
表
記
を
中
心
に
し
て
き
た
の
は

「
慣
行
」
で
公
務
の
統
一
処
理
の
た
め
と
解

さ
れ
る
が
、社
会
変
化
に
合
わ
せ
、表
記
を

直
し
た
自
治
体
も
あ
り
、
当
面
併
記
も
考

え
た
ら
ど
う
か
見
解
を
伺
う
。

法
令
や
例
規
を
は
じ
め
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
公
文
書
に
は
、
原
則
と

し
て
、
元
号
表
記
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。

　

本
市
で
は
、
元
号
表
記
を
基
本
と
し
、
各

種
申
請
等
は
、
元
号
、
西
暦
の
い
ず
れ
の
場

合
で
も
受
け
付
け
、
ま
た
、
期
間
が
長
期
に

わ
た
る
計
画
で
は
、
元
号
と
西
暦
を
併
記
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

今
後
も
元
号
表
記
を
基
本
と
し
、
必
要
な

場
合
に
は
、
西
暦
の
併
記
等
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
円
滑
な
業
務
執
行
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
交
流
宿
泊
施
設
「
桜
花
の
郷
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
庄
原
」
の
市
民
健
康
増
進
活

用
に
つ
い
て

「
公
文
書
」に
お
け
る

　
　

   

元
号
・
西
暦
表
記
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

政野　　太 議員
まさ  の ふとし

　　
一般質問の
動画は
こちらから

宇江田豊彦 議員
う　  え   だ とよ ひこ

教
育
振
興
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
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❶「
人
口
減
少
対
策
戦
略
本
部
」
で

の
議
論
の
状
況
等
に
つ
い
て
、見
解

を
伺
う
。

　

❷
加
速
化
す
る
少
子
化
の
要
因
の一つ
に

未
婚
化
の
進
展
な
ど
が
あ
る
が
、「
若
者
の

閉
塞
感
を
打
開
す
る
こ
と
が
重
要
」
で
あ

り
、
も
っ
と
若
者
が
住
み
や
す
い
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

❶
戦
略
本
部
で
は
、
外
部
人
材
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
戦
略
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

「
働
く
場
の
確
保
」
等
３
つ
の
視
点
で
議

論
し
、
人
口
減
少
対
策
事
業
の
新
規
事
業

を
提
案
し
て
い
る
。

　

❷
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
が
示
さ
れ
「
若

い
世
代
の
所
得
を
増
や
す
」
等
３
つ
の
基
本

理
念
に
も
と
づ
き
、
今
後
３
年
間
で
「
こ
ど

も
・
子
育
て
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

　

本
市
の
少
子
化
対
策
は
、
国
が
行
う
若
者

向
け
の
対
策
に
注
視
し
つ
つ
、
本
市
独
自
の

新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
。

❶
本
市
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の

取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
取
り
組

み
方
針
等
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

❷
広
島
県
が
防
災
対
策
に
活
用
す
る

航
空
測
量
デ
ー
タ
を
、
林
業
振
興
に
繋
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、見
解
を
伺
う
。

　

❸
令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
さ
れ
る
森
林

環
境
税
に
よ
り
、
そ
の
使
途
で
あ
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

❶
今
年
度
、
経
営
管
理
権
の
設
定
を

し
た
森
林
に
つ
い
て
、
保
育
間
伐
を

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
実
施
す
る
。

　

引
き
続
き
、
経
営
管
理
権
の
設
定
を
進

め
、
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、
保
育
間
伐

を
実
施
し
、
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、
経
営

管
理
の
再
委
託
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

❷
森
林
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

に
は
加
工
が
必
要
と
な
り
、
相
当
の
経
費

が
発
生
し
て
く
る
。

　

本
市
で
は
、
広
島
県
が
森
林
資
源
解
析

を
行
っ
た
情
報
の
提
供
を
受
け
、
保
育
間

伐
の
候
補
地
選
定
な
ど
に
活
用
し
て
い
る

た
め
、
新
た
な
デ
ー
タ
の
活
用
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

　

❸
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

に
関
す
る
法
律
」
に
も
と
づ
き
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
を
活
用

す
る
な
ど
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
は
、
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。近
年
、
全
国
的
に
災
害

が
頻
発
し
激
甚
化
し
て
い
る
。市
民
の
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
計
画
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
防
災
や
減
災
の
具
体
的
な
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。

　

❶
市
民
の
防
災
活
動
促
進
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

❷
全
国
的
に
消
防
団
員
数
は
年
々
減

少
し
、
消
防
団
の
維
持
・
存
続
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。入
団
促
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　

❸
災
害
時
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
危
険

を
察
知
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
の
支
所
単
位
で
の
具
体
的

な
危
険
情
報
の
発
信
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

❶
市
民
の
防
災
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
に
対
し
自

主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
訓
練
な
ど
の
活
動
の
ほ
か
、
資
機

材
の
整
備
・
充
実
を
支
援
し
て
い
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

等
が
進
む
中
、
自
主
防
災
活
動
の
低
下
や
、

組
織
の
中
核
を
担
う
人
材
の
不
足
等
で
、
地

域
防
災
力
の
維
持
に
不
安
の
声
が
上
が
り
始

め
て
い
る
た
め
、
組
織
強
化
と
人
材
の
確
保

に
向
け
た
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

　

❷
本
市
で
は
、
国
の
単
価
を
参
考
に
、

団
員
か
ら
副
分
団
長
ま
で
の
階
級
の
団
員

報
酬
を
、
令
和
５
年
度
か
ら
増
額
し
、
分

団
長
以
上
の
階
級
は
、
減
額
と
な
ら
な
い

よ
う
据
置
く
な
ど
、
本
市
独
自
の
処
遇
改

善
策
を
実
施
し
た
。

　

出
動
手
当
も
、
災
害
に
関
す
る
出
動

は
、
１
日
あ
た
り
８
，
０
０
０
円
に
増
額

し
、
団
員
活
動
に
対
す
る
処
遇
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

　

❸
避
難
情
報
は
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
防
災
気
象
情
報
や
、
降
雨
お
よ
び
河
川
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
全
域
、
ま
た
は
支

所
単
位
で
発
令
し
て
い
る
が
、
局
地
的
な
豪

雨
な
ど
の
場
合
に
は
、
地
域
や
河
川
流
域
を

限
定
し
て
発
令
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
の
区
分
や
内
容

等
を
十
分
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
避

難
行
動
に
結
び
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
の
防
災
・
減
災
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

桂藤　和夫 議員
けい とう かず  お

　　
一般質問の
動画は
こちらから

前田　智永 議員
まえ  だ ち    え

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

入
学
祝
金
制
度
は
、
中
学
校
入
学

の
保
護
者
に
対
し
て
、さ
ら
な
る
拡

充
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
見
解
を
伺
う
。

入
学
祝
金
は
、
使
途
を
限
定
し
た

も
の
で
は
な
い
た
め
、
制
服
や
体

操
服
、
通
学
カ
バ
ン
な
ど
の
費
用
に
充
て

る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
も
寄

与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
は
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
子
育
て
の
課
題
、
本

市
の
実
情
な
ど
を
踏
ま
え
る
中
で
、
出
生

時
か
ら
継
続
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

入
学
祝
金
の
支
給
額
も
、
国
の
子
育
て

支
援
施
策
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関

係
部
署
と
連
携
し
、
総
合
的
な
子
育
て
支

援
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
の
中
で
も
特
に
少

子
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

少
子
化
の
傾
向
を
反
転
さ
せ
る
と
い

う
「
日
本
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
２
０
３
０

年
に
向
け
て
、
国
の
動
向
を
待
つ
の
で
は

な
く
本
市
独
自
の
少
子
化
対
策
の
具
現

化
も
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
思
い
を

伺
う
。少

子
化
対
策
に
つ
な
が
る
主
な
施

策
と
し
て
、
産
科
の
再
開
や
周
産

期
医
療
の
維
持
に
加
え
、
こ
ど
も
未
来
広

場
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
進

め
、
保
育
料
等
の
負
担
軽
減
、
出
産
祝
い

金
・
入
学
祝
い
金
の
支
給
、
乳
幼
児
等
医

療
費
助
成
な
ど
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代

を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
庄
原
市
独
自
の

取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
き
た
。

　

令
和
５
年
度
施
政
方
針
で
述
べ
た
、
子
供

た
ち
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
世
代
が
集
え
る

場
所
の
整
備
を
推
進
し
、
本
市
独
自
施
策
の

拡
充
や
、
新
た
な
取
り
組
み
も
検
討
し
、
引

き
続
き
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
児
童
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

本
市
も
、
ほ
と
ん
ど
の
公
文
書
に

元
号
を
使
用
し
て
い
る
が
、
長
期

的
な
計
画
や
業
務
の
将
来
な
ど
日
付
表

記
は
西
暦
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
て

い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、本
市
で
も
、定
住

外
国
人
が
増
加
し
、
元
号
に
は
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ
る
と
思

う
。

　

元
号
表
記
を
中
心
に
し
て
き
た
の
は

「
慣
行
」
で
公
務
の
統
一
処
理
の
た
め
と
解

さ
れ
る
が
、社
会
変
化
に
合
わ
せ
、表
記
を

直
し
た
自
治
体
も
あ
り
、
当
面
併
記
も
考

え
た
ら
ど
う
か
見
解
を
伺
う
。

法
令
や
例
規
を
は
じ
め
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
公
文
書
に
は
、
原
則
と

し
て
、
元
号
表
記
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。

　

本
市
で
は
、
元
号
表
記
を
基
本
と
し
、
各

種
申
請
等
は
、
元
号
、
西
暦
の
い
ず
れ
の
場

合
で
も
受
け
付
け
、
ま
た
、
期
間
が
長
期
に

わ
た
る
計
画
で
は
、
元
号
と
西
暦
を
併
記
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

今
後
も
元
号
表
記
を
基
本
と
し
、
必
要
な

場
合
に
は
、
西
暦
の
併
記
等
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
円
滑
な
業
務
執
行
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
交
流
宿
泊
施
設
「
桜
花
の
郷
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
庄
原
」
の
市
民
健
康
増
進
活

用
に
つ
い
て

「
公
文
書
」に
お
け
る

　
　

   

元
号
・
西
暦
表
記
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

政野　　太 議員
まさ  の ふとし

　　
一般質問の
動画は
こちらから

宇江田豊彦 議員
う　  え   だ とよ ひこ

教
育
振
興
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
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❶「
人
口
減
少
対
策
戦
略
本
部
」
で

の
議
論
の
状
況
等
に
つ
い
て
、見
解

を
伺
う
。

　

❷
加
速
化
す
る
少
子
化
の
要
因
の一つ
に

未
婚
化
の
進
展
な
ど
が
あ
る
が
、「
若
者
の

閉
塞
感
を
打
開
す
る
こ
と
が
重
要
」
で
あ

り
、
も
っ
と
若
者
が
住
み
や
す
い
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

❶
戦
略
本
部
で
は
、
外
部
人
材
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
戦
略
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

「
働
く
場
の
確
保
」
等
３
つ
の
視
点
で
議

論
し
、
人
口
減
少
対
策
事
業
の
新
規
事
業

を
提
案
し
て
い
る
。

　

❷
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
が
示
さ
れ
「
若

い
世
代
の
所
得
を
増
や
す
」
等
３
つ
の
基
本

理
念
に
も
と
づ
き
、
今
後
３
年
間
で
「
こ
ど

も
・
子
育
て
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

　

本
市
の
少
子
化
対
策
は
、
国
が
行
う
若
者

向
け
の
対
策
に
注
視
し
つ
つ
、
本
市
独
自
の

新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
。

❶
本
市
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の

取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
取
り
組

み
方
針
等
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

❷
広
島
県
が
防
災
対
策
に
活
用
す
る

航
空
測
量
デ
ー
タ
を
、
林
業
振
興
に
繋
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、見
解
を
伺
う
。

　

❸
令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
さ
れ
る
森
林

環
境
税
に
よ
り
、
そ
の
使
途
で
あ
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

❶
今
年
度
、
経
営
管
理
権
の
設
定
を

し
た
森
林
に
つ
い
て
、
保
育
間
伐
を

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
実
施
す
る
。

　

引
き
続
き
、
経
営
管
理
権
の
設
定
を
進

め
、
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、
保
育
間
伐

を
実
施
し
、
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、
経
営

管
理
の
再
委
託
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

❷
森
林
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

に
は
加
工
が
必
要
と
な
り
、
相
当
の
経
費

が
発
生
し
て
く
る
。

　

本
市
で
は
、
広
島
県
が
森
林
資
源
解
析

を
行
っ
た
情
報
の
提
供
を
受
け
、
保
育
間

伐
の
候
補
地
選
定
な
ど
に
活
用
し
て
い
る

た
め
、
新
た
な
デ
ー
タ
の
活
用
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

　

❸
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税

に
関
す
る
法
律
」
に
も
と
づ
き
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
を
活
用

す
る
な
ど
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
は
、
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。近
年
、
全
国
的
に
災
害

が
頻
発
し
激
甚
化
し
て
い
る
。市
民
の
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
計
画
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
防
災
や
減
災
の
具
体
的
な
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。

　

❶
市
民
の
防
災
活
動
促
進
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

❷
全
国
的
に
消
防
団
員
数
は
年
々
減

少
し
、
消
防
団
の
維
持
・
存
続
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。入
団
促
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　

❸
災
害
時
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
危
険

を
察
知
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
の
支
所
単
位
で
の
具
体
的

な
危
険
情
報
の
発
信
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

❶
市
民
の
防
災
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
に
対
し
自

主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
訓
練
な
ど
の
活
動
の
ほ
か
、
資
機

材
の
整
備
・
充
実
を
支
援
し
て
い
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

等
が
進
む
中
、
自
主
防
災
活
動
の
低
下
や
、

組
織
の
中
核
を
担
う
人
材
の
不
足
等
で
、
地

域
防
災
力
の
維
持
に
不
安
の
声
が
上
が
り
始

め
て
い
る
た
め
、
組
織
強
化
と
人
材
の
確
保

に
向
け
た
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

　

❷
本
市
で
は
、
国
の
単
価
を
参
考
に
、

団
員
か
ら
副
分
団
長
ま
で
の
階
級
の
団
員

報
酬
を
、
令
和
５
年
度
か
ら
増
額
し
、
分

団
長
以
上
の
階
級
は
、
減
額
と
な
ら
な
い

よ
う
据
置
く
な
ど
、
本
市
独
自
の
処
遇
改

善
策
を
実
施
し
た
。

　

出
動
手
当
も
、
災
害
に
関
す
る
出
動

は
、
１
日
あ
た
り
８
，
０
０
０
円
に
増
額

し
、
団
員
活
動
に
対
す
る
処
遇
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

　

❸
避
難
情
報
は
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
防
災
気
象
情
報
や
、
降
雨
お
よ
び
河
川
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
全
域
、
ま
た
は
支

所
単
位
で
発
令
し
て
い
る
が
、
局
地
的
な
豪

雨
な
ど
の
場
合
に
は
、
地
域
や
河
川
流
域
を

限
定
し
て
発
令
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
の
区
分
や
内
容

等
を
十
分
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
避

難
行
動
に
結
び
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
の
防
災
・
減
災
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

桂藤　和夫 議員
けい とう かず  お

　　
一般質問の
動画は
こちらから

前田　智永 議員
まえ  だ ち    え

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

入
学
祝
金
制
度
は
、
中
学
校
入
学

の
保
護
者
に
対
し
て
、さ
ら
な
る
拡

充
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
見
解
を
伺
う
。

入
学
祝
金
は
、
使
途
を
限
定
し
た

も
の
で
は
な
い
た
め
、
制
服
や
体

操
服
、
通
学
カ
バ
ン
な
ど
の
費
用
に
充
て

る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
も
寄

与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
は
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
子
育
て
の
課
題
、
本

市
の
実
情
な
ど
を
踏
ま
え
る
中
で
、
出
生

時
か
ら
継
続
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

入
学
祝
金
の
支
給
額
も
、
国
の
子
育
て

支
援
施
策
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関

係
部
署
と
連
携
し
、
総
合
的
な
子
育
て
支

援
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
の
中
で
も
特
に
少

子
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

少
子
化
の
傾
向
を
反
転
さ
せ
る
と
い

う
「
日
本
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
２
０
３
０

年
に
向
け
て
、
国
の
動
向
を
待
つ
の
で
は

な
く
本
市
独
自
の
少
子
化
対
策
の
具
現

化
も
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
思
い
を

伺
う
。少

子
化
対
策
に
つ
な
が
る
主
な
施

策
と
し
て
、
産
科
の
再
開
や
周
産

期
医
療
の
維
持
に
加
え
、
こ
ど
も
未
来
広

場
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を
進

め
、
保
育
料
等
の
負
担
軽
減
、
出
産
祝
い

金
・
入
学
祝
い
金
の
支
給
、
乳
幼
児
等
医

療
費
助
成
な
ど
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代

を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
庄
原
市
独
自
の

取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
き
た
。

　

令
和
５
年
度
施
政
方
針
で
述
べ
た
、
子
供

た
ち
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
世
代
が
集
え
る

場
所
の
整
備
を
推
進
し
、
本
市
独
自
施
策
の

拡
充
や
、
新
た
な
取
り
組
み
も
検
討
し
、
引

き
続
き
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
児
童
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

本
市
も
、
ほ
と
ん
ど
の
公
文
書
に

元
号
を
使
用
し
て
い
る
が
、
長
期

的
な
計
画
や
業
務
の
将
来
な
ど
日
付
表

記
は
西
暦
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
て

い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、本
市
で
も
、定
住

外
国
人
が
増
加
し
、
元
号
に
は
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ
る
と
思

う
。

　

元
号
表
記
を
中
心
に
し
て
き
た
の
は

「
慣
行
」
で
公
務
の
統
一
処
理
の
た
め
と
解

さ
れ
る
が
、社
会
変
化
に
合
わ
せ
、表
記
を

直
し
た
自
治
体
も
あ
り
、
当
面
併
記
も
考

え
た
ら
ど
う
か
見
解
を
伺
う
。

法
令
や
例
規
を
は
じ
め
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
公
文
書
に
は
、
原
則
と

し
て
、
元
号
表
記
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。

　

本
市
で
は
、
元
号
表
記
を
基
本
と
し
、
各

種
申
請
等
は
、
元
号
、
西
暦
の
い
ず
れ
の
場

合
で
も
受
け
付
け
、
ま
た
、
期
間
が
長
期
に

わ
た
る
計
画
で
は
、
元
号
と
西
暦
を
併
記
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

今
後
も
元
号
表
記
を
基
本
と
し
、
必
要
な

場
合
に
は
、
西
暦
の
併
記
等
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
円
滑
な
業
務
執
行
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
交
流
宿
泊
施
設
「
桜
花
の
郷
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
庄
原
」
の
市
民
健
康
増
進
活

用
に
つ
い
て

「
公
文
書
」に
お
け
る

　
　

   

元
号
・
西
暦
表
記
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

政野　　太 議員
まさ  の ふとし

　　
一般質問の
動画は
こちらから

宇江田豊彦 議員
う　  え   だ とよ ひこ

教
育
振
興
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

87

学
校
で
、
子
ど
も
の
熱
中
症
を
防

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本

市
は
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は

す
で
に
完
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
今

後
の
設
置
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。ま
た
、体
育
館
の
空
調
設
備
の
設
置

も
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

本
市
の
小
中
学
校
の
冷
房
設
備
設

置
状
況
は
、
普
通
教
室
は
す
べ
て

の
教
室
に
設
置
し
て
い
る
。

　

特
別
教
室
は
学
校
毎
に
、
児
童
生
徒
数

や
教
室
の
利
用
頻
度
、
室
内
温
度
、
普
通

教
室
で
代
替
が
可
能
か
な
ど
を
勘
案
し
て

設
置
し
、
設
置
率
は
、
小
学
校
56
％
、
中

学
校
51
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
は
、
空
調
設
備
を
設
置
し
て
い

る
学
校
は
な
い
が
、
大
型
扇
風
機
の
設
置

の
ほ
か
、
小
ま
め
な
休
憩
、
適
切
な
水
分

補
給
の
指
導
等
の
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
は
、
本
年
５
月
に
改
正
気
候
変
動

適
応
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国

か
ら
、
学
校
教
育
活
動
に
お
け
る
、
さ
ら

な
る
熱
中
症
対
策
に
係
る
通
知
が
出
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

激
痛
を
と
も
な
う
帯
状
疱
疹
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
生
ワ
ク
チ
ン
の
ほ

か
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
よ
り
効
果
の
高
い

デ
ー
タ
も
出
て
い
る
。帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
助
成
が
必
要
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国

が
予
防
接
種
法
に
も
と
づ
い
て
行

う
定
期
接
種
で
は
な
く
、
任
意
接
種
と
し

て
行
わ
れ
、
現
在
、
市
で
は
助
成
制
度
を

設
け
て
い
な
い
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
よ
り
８
千
円
か
ら
４
万
円
程
度

の
実
費
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
い
た
だ

き
、
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
に
対
す
る
助
成

は
、
本
来
、
法
に
も
と
づ
く
全
国
一
律
の

定
期
接
種
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

定
期
接
種
化
は
、
国
の
専
門
委
員
会
で
、

ワ
ク
チ
ン
に
期
待
さ
れ
る
効
果
や
導
入
年
齢

な
ど
、
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
今

後
も
国
の
対
応
や
広
島
県
の
助
成
に
対
す
る

方
針
を
注
視
し
、
他
市
町
の
取
組
状
況
も
踏

ま
え
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

全
国
的
な
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数

の
減
少
や
、
教
員
の
働
き
方
改
革

等
で
、
今
後
の
中
学
校
の
部
活
動
の
あ
り

方
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
本
市
の
中
学
校
の
部
活
動
の
方
向
性

や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

移
行
関
連
は
、
本
年
度
に
入
っ
て

「
庄
原
市
立
中
学
校
部
活
動
検
討

会
」
を
設
置
し
、
議
論
を
深
め
て
い
く
と

し
て
い
る
。

　

中
山
間
地
域
に
あ
る
本
市
は
、
生
徒
数

の
減
少
や
指
導
者
不
足
、
受
け
入
れ
る
団

体
や
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
な
ど
の
厳
し

い
現
状
が
あ
る
中
で
、
持
続
可
能
な
部
活

動
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
部
活
動
が

で
き
る
の
か
と
い
う
観
点
で
見
た
と
き
、

極
め
て
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
問
題
を
協
議
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

移
行
対
策
や
改
善
策
を
練
り
、
こ
れ
ま
で

の
部
活
動
や
指
導
の
あ
り
方
も
踏
ま
え
、
そ

の
上
で
工
夫
を
加
え
た
こ
と
も
で
き
な
い
か

国
や
県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る
本
市

の
林
業
は
重
要
な
基
幹
産
業
の
一つ

で
あ
る
。

　

昨
今
、
自
伐
林
家
や
自
伐
型
林
業
が
、

地
域
の
森
林
整
備
や
地
域
活
性
化
の
面

か
ら
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
自
伐
型
林
業
の
施
策
も
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

　
　
　

本
市
で
は
「
22
世
紀
の
庄
原
の
森
林

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
き
、

「
儲
か
る
循
環
型
林
業
」
を
目
指
す
姿
と

し
、
本
市
の
森
林
資
源
を
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
度
よ
り
植
栽
へ
の
補
助
率
を
拡
充

し
、
下
刈
り
・
除
伐
・
枝
打
ち
・
保
育
間

伐
を
補
助
対
象
に
加
え
、
再
造
林
を
促
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

は
、
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン
及
び
フ
ォ
レ
ス

ト
ワ
ン
の
新
工
場
が
稼
働
す
る
こ
と
で
、
庄

原
産
材
を
長
期
か
つ
安
定
的
に
生
産
・
供
給

で
き
る
体
制
が
整
う
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
取
り
組
み
は
、
自
伐

型
林
業
を
は
じ
め
多
様
な
林
業
従
事
者

が
、
持
続
的
な
森
林
整
備
に
従
事
し
て
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る

林
業
施
策
の
多
様
化
に
つ
い
て

少
子
化
が
深
刻
な
本
市
に
お
け
る

子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

横路　政之 議員
よこ  ろ まさ ゆき

　　
一般質問の
動画は
こちらから

國利　知史 議員
くに  とし ともふみ

も　

り

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
「
無

保
険
者
を
作
り
出
す
愚
策
」
と
し

て
一
体
化
に
猛
反
対
し
て
い
る
。保
険
証
１

枚
で
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
一
体
化
の
意

義
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
介

し
て
、国
民
が
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
、

自
身
の
直
近
の
資
格
情
報
が
即
時
に
確
認
で

き
る
こ
と
、
本
人
同
意
の
も
と
、
過
去
の
薬

剤
情
報
や
特
定
健
診
情
報
の
医
療
機
関
等
へ

の
提
供
に
よ
り
、
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
た
、

よ
り
適
切
な
医
療
の
提
供
が
可
能
と
な
る
こ

と
な
ど
、
国
民
の
暮
ら
し
に
恩
恵
を
も
た
ら

す
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

医
療
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
国
民
が

安
心
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
で

き
る
よ
う
、
国
に
は
丁
寧
に
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

最
高
裁
判
所
が
「
上
告
審
を
受
理

し
な
い
」こ
と
を
決
定
し
、
庄
原
市

の
主
張
は
す
べ
て
退
け
た
高
裁
判
決
が
確

定
し
た
。ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
、市
民
に

説
明
さ
れ
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　

今
後
の
補
助
金
事
業
の
執
行
は
、
関

係
法
令
に
従
っ
て
処
理
し
、
補
助
金

事
業
リ
ス
ク
管
理
審
査
会
等
で
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
、適
正
な
事
業
執
行
を
徹
底
し
て
い
く
。

　

判
決
確
定
に
と
も
な
う
対
応
が
継
続
中
で

あ
る
た
め
、
一
連
の
対
応
を
行
う
中
で
、
市

民
の
方
に
経
過
等
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
自
衛
官
募
集
業
務
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

谷口　隆明 議員
たに ぐち たか あき

熱
中
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
の
予
防
強
化
に
つ
い
て

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

は
、
三
次
市
、
安
芸
高
田
市
も
含

め
、
５
月
時
点
で
全
国
の
人
口
の
約
７
割

の
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、
明
石
市

は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
も
制
度
化

し
て
い
る
。本
市
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
制
度
実
施
に
向
け
た
方
針
の

整
理
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
関
連
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
に
向
け
、
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　

制
度
の
実
施
に
向
け
て
は
、
市
民
の
多
様

性
を
認
め
合
う
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
通
じ
て

啓
発
事
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る
中
で
、
制

度
を
導
入
し
て
い
く
。

　

先
般
、
成
立
し
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の
基
本
理

念
や
地
方
公
共
団
体
の
役
割
な
ど
を
踏
ま
え

た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
制
度
の
構
築
に

際
し
て
、
整
合
を
図
っ
て
い
く
。　

共
働
き
や
働
き
方
の
多
様
化
で
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
放
課
後

子
供
教
室
の
利
用
希
望
者
が
増
え
て
い

る
。児
童
数
が
増
え
て
い
る
永
末
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
、
自
治
振
興
区
の

老
朽
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
山
内
小
学
校

放
課
後
子
供
教
室
は
、
対
応
が
急
が
れ

る
。学
校
施
設
を
利
用
し
た
放
課
後
の
子

供
の
居
場
所
に
つ
い
て
対
応
を
伺
う
。

　
　

本
年
度
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

放
課
後
子
供
教
室
を
校
舎
の
一
部
を

利
用
し
て
い
る
小
学
校
は
３
校
、
敷
地
内
の

子
育
て
支
援
施
設
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
小

学
校
は
５
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
内
小
学
校
は
、
山
内
自
治
振
興
区
か
ら

の
依
頼
で
、
校
舎
の
一
部
と
体
育
館
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
、
放
課
後
子
供
教
室
と
共
用
す
る

旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項
書
を
交
わ
し
、現
在
は
、

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
。

　

永
末
小
学
校
は
、
利
用
す
る
児
童
数
が
増

加
し
た
た
め
、
協
議
に
よ
り
調
整
し
校
舎
の

一
部
を
利
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
永
末

保
育
所
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
永
末
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
伴
う
教

育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

藤木百合子 議員
ふじ  き ゆ　 り　 こ

バ
イ
オ
マ
ス
裁
判
の
結
審
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　

市
と
し
て
の
総
括
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
で
、

　
　
　
　   

国
民
皆
保
険
制
度
は
守
れ
る
の
か

人
権
尊
重
社
会
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　

平
等
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

放
課
後
の
子
供
の
居
場
所
に
つ
い
て
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学
校
で
、
子
ど
も
の
熱
中
症
を
防

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本

市
は
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は

す
で
に
完
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
今

後
の
設
置
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。ま
た
、体
育
館
の
空
調
設
備
の
設
置

も
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

本
市
の
小
中
学
校
の
冷
房
設
備
設

置
状
況
は
、
普
通
教
室
は
す
べ
て

の
教
室
に
設
置
し
て
い
る
。

　

特
別
教
室
は
学
校
毎
に
、
児
童
生
徒
数

や
教
室
の
利
用
頻
度
、
室
内
温
度
、
普
通

教
室
で
代
替
が
可
能
か
な
ど
を
勘
案
し
て

設
置
し
、
設
置
率
は
、
小
学
校
56
％
、
中

学
校
51
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
は
、
空
調
設
備
を
設
置
し
て
い

る
学
校
は
な
い
が
、
大
型
扇
風
機
の
設
置

の
ほ
か
、
小
ま
め
な
休
憩
、
適
切
な
水
分

補
給
の
指
導
等
の
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
は
、
本
年
５
月
に
改
正
気
候
変
動

適
応
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国

か
ら
、
学
校
教
育
活
動
に
お
け
る
、
さ
ら

な
る
熱
中
症
対
策
に
係
る
通
知
が
出
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

激
痛
を
と
も
な
う
帯
状
疱
疹
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
生
ワ
ク
チ
ン
の
ほ

か
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
よ
り
効
果
の
高
い

デ
ー
タ
も
出
て
い
る
。帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
助
成
が
必
要
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国

が
予
防
接
種
法
に
も
と
づ
い
て
行

う
定
期
接
種
で
は
な
く
、
任
意
接
種
と
し

て
行
わ
れ
、
現
在
、
市
で
は
助
成
制
度
を

設
け
て
い
な
い
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
よ
り
８
千
円
か
ら
４
万
円
程
度

の
実
費
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
い
た
だ

き
、
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
に
対
す
る
助
成

は
、
本
来
、
法
に
も
と
づ
く
全
国
一
律
の

定
期
接
種
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

定
期
接
種
化
は
、
国
の
専
門
委
員
会
で
、

ワ
ク
チ
ン
に
期
待
さ
れ
る
効
果
や
導
入
年
齢

な
ど
、
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
今

後
も
国
の
対
応
や
広
島
県
の
助
成
に
対
す
る

方
針
を
注
視
し
、
他
市
町
の
取
組
状
況
も
踏

ま
え
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

全
国
的
な
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数

の
減
少
や
、
教
員
の
働
き
方
改
革

等
で
、
今
後
の
中
学
校
の
部
活
動
の
あ
り

方
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
本
市
の
中
学
校
の
部
活
動
の
方
向
性

や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

移
行
関
連
は
、
本
年
度
に
入
っ
て

「
庄
原
市
立
中
学
校
部
活
動
検
討

会
」
を
設
置
し
、
議
論
を
深
め
て
い
く
と

し
て
い
る
。

　

中
山
間
地
域
に
あ
る
本
市
は
、
生
徒
数

の
減
少
や
指
導
者
不
足
、
受
け
入
れ
る
団

体
や
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
な
ど
の
厳
し

い
現
状
が
あ
る
中
で
、
持
続
可
能
な
部
活

動
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
部
活
動
が

で
き
る
の
か
と
い
う
観
点
で
見
た
と
き
、

極
め
て
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
問
題
を
協
議
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

移
行
対
策
や
改
善
策
を
練
り
、
こ
れ
ま
で

の
部
活
動
や
指
導
の
あ
り
方
も
踏
ま
え
、
そ

の
上
で
工
夫
を
加
え
た
こ
と
も
で
き
な
い
か

国
や
県
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る
本
市

の
林
業
は
重
要
な
基
幹
産
業
の
一つ

で
あ
る
。

　

昨
今
、
自
伐
林
家
や
自
伐
型
林
業
が
、

地
域
の
森
林
整
備
や
地
域
活
性
化
の
面

か
ら
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
自
伐
型
林
業
の
施
策
も
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

　
　
　

本
市
で
は
「
22
世
紀
の
庄
原
の
森
林

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
き
、

「
儲
か
る
循
環
型
林
業
」
を
目
指
す
姿
と

し
、
本
市
の
森
林
資
源
を
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
度
よ
り
植
栽
へ
の
補
助
率
を
拡
充

し
、
下
刈
り
・
除
伐
・
枝
打
ち
・
保
育
間

伐
を
補
助
対
象
に
加
え
、
再
造
林
を
促
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

は
、
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン
及
び
フ
ォ
レ
ス

ト
ワ
ン
の
新
工
場
が
稼
働
す
る
こ
と
で
、
庄

原
産
材
を
長
期
か
つ
安
定
的
に
生
産
・
供
給

で
き
る
体
制
が
整
う
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
取
り
組
み
は
、
自
伐

型
林
業
を
は
じ
め
多
様
な
林
業
従
事
者

が
、
持
続
的
な
森
林
整
備
に
従
事
し
て
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る

林
業
施
策
の
多
様
化
に
つ
い
て

少
子
化
が
深
刻
な
本
市
に
お
け
る

子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

横路　政之 議員
よこ  ろ まさ ゆき

　　
一般質問の
動画は
こちらから

國利　知史 議員
くに  とし ともふみ

も　

り

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
「
無

保
険
者
を
作
り
出
す
愚
策
」
と
し

て
一
体
化
に
猛
反
対
し
て
い
る
。保
険
証
１

枚
で
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
一
体
化
の
意

義
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
介

し
て
、国
民
が
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
、

自
身
の
直
近
の
資
格
情
報
が
即
時
に
確
認
で

き
る
こ
と
、
本
人
同
意
の
も
と
、
過
去
の
薬

剤
情
報
や
特
定
健
診
情
報
の
医
療
機
関
等
へ

の
提
供
に
よ
り
、
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
た
、

よ
り
適
切
な
医
療
の
提
供
が
可
能
と
な
る
こ

と
な
ど
、
国
民
の
暮
ら
し
に
恩
恵
を
も
た
ら

す
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

医
療
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
国
民
が

安
心
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
で

き
る
よ
う
、
国
に
は
丁
寧
に
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

最
高
裁
判
所
が
「
上
告
審
を
受
理

し
な
い
」こ
と
を
決
定
し
、
庄
原
市

の
主
張
は
す
べ
て
退
け
た
高
裁
判
決
が
確

定
し
た
。ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
、市
民
に

説
明
さ
れ
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　

今
後
の
補
助
金
事
業
の
執
行
は
、
関

係
法
令
に
従
っ
て
処
理
し
、
補
助
金

事
業
リ
ス
ク
管
理
審
査
会
等
で
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
、適
正
な
事
業
執
行
を
徹
底
し
て
い
く
。

　

判
決
確
定
に
と
も
な
う
対
応
が
継
続
中
で

あ
る
た
め
、
一
連
の
対
応
を
行
う
中
で
、
市

民
の
方
に
経
過
等
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
自
衛
官
募
集
業
務
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

谷口　隆明 議員
たに ぐち たか あき

熱
中
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
の
予
防
強
化
に
つ
い
て

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

は
、
三
次
市
、
安
芸
高
田
市
も
含

め
、
５
月
時
点
で
全
国
の
人
口
の
約
７
割

の
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、
明
石
市

は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
も
制
度
化

し
て
い
る
。本
市
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
制
度
実
施
に
向
け
た
方
針
の

整
理
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
関
連
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
に
向
け
、
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　

制
度
の
実
施
に
向
け
て
は
、
市
民
の
多
様

性
を
認
め
合
う
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
通
じ
て

啓
発
事
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る
中
で
、
制

度
を
導
入
し
て
い
く
。

　

先
般
、
成
立
し
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の
基
本
理

念
や
地
方
公
共
団
体
の
役
割
な
ど
を
踏
ま
え

た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
制
度
の
構
築
に

際
し
て
、
整
合
を
図
っ
て
い
く
。　

共
働
き
や
働
き
方
の
多
様
化
で
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
放
課
後

子
供
教
室
の
利
用
希
望
者
が
増
え
て
い

る
。児
童
数
が
増
え
て
い
る
永
末
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
、
自
治
振
興
区
の

老
朽
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
山
内
小
学
校

放
課
後
子
供
教
室
は
、
対
応
が
急
が
れ

る
。学
校
施
設
を
利
用
し
た
放
課
後
の
子

供
の
居
場
所
に
つ
い
て
対
応
を
伺
う
。

　
　

本
年
度
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

放
課
後
子
供
教
室
を
校
舎
の
一
部
を

利
用
し
て
い
る
小
学
校
は
３
校
、
敷
地
内
の

子
育
て
支
援
施
設
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
小

学
校
は
５
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
内
小
学
校
は
、
山
内
自
治
振
興
区
か
ら

の
依
頼
で
、
校
舎
の
一
部
と
体
育
館
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
、
放
課
後
子
供
教
室
と
共
用
す
る

旨
の
申
し
合
わ
せ
事
項
書
を
交
わ
し
、現
在
は
、

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
。

　

永
末
小
学
校
は
、
利
用
す
る
児
童
数
が
増

加
し
た
た
め
、
協
議
に
よ
り
調
整
し
校
舎
の

一
部
を
利
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
永
末

保
育
所
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
永
末
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
伴
う
教

育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

藤木百合子 議員
ふじ  き ゆ　 り　 こ

バ
イ
オ
マ
ス
裁
判
の
結
審
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　

市
と
し
て
の
総
括
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
で
、

　
　
　
　   

国
民
皆
保
険
制
度
は
守
れ
る
の
か

人
権
尊
重
社
会
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　

平
等
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

放
課
後
の
子
供
の
居
場
所
に
つ
い
て
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6月定例会では、12名が個人質問を行いました。6月定例会では、12名が個人質問を行いました。

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
の
１
区

画
を
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
改
修
す

る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。安
全
面
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
質
問
に
対

し
、
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
理
解
さ
れ
て
の

取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
、
備
北
で
誇
れ
る

図
書
館
に
は
な
り
得
な
い
と
思
う
が
、
現

時
点
で
の
状
況
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
１
階
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
い
た
が
、
読
書
や
学

習
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
同
一
フ
ロ
ア
に
あ
る

こ
と
や
狭
く
て
、
幼
児
な
ど
が
声
を
出
し

て
本
読
み
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題

点
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
解

決
し
、
よ
り
多
く
の
親
子
が
集
い
、
本
読

み
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
検
討

し
て
改
修
を
計
画
し
た
。

　

完
成
す
れ
ば
、
子
供
や
親
子
専
用
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
、
親
子
で
語
り
読
み

や
、
子
供
読
書
グ
ル
ー
プ
が
活
動
で
き
る
こ

と
な
ど
、
子
供
が
本
を
好
き
に
な
る
場
所
と

し
て
有
効
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
共

同
募
金
の
単
年
度
申
請
の
配
分
金

に
よ
る
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
運
営
は
脆

弱
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
１
０
０
名
を

超
え
る
と
思
わ
れ
る
各
年
齢
層
の
支
援
に

は
、
第
一
段
階
と
し
て
専
門
知
識
を
持
っ
た

人
材
雇
用
が
必
須
と
考
え
る
。人
件
費
も

含
め
本
市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。本

市
の
相
談
支
援
体
制
は
、
本
庁

の
社
会
福
祉
課
、
保
健
医
療
課
の

ほ
か
、
各
支
所
に
も
保
健
師
を
配
置
し
、

ひ
き
こ
も
り
を
含
め
た
相
談
窓
口
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
共
同
募
金
の

配
分
金
収
入
や
、
寄
付
金
収
入
等
を
主
な

財
源
と
し
、
総
合
セ
ン
タ
ー
や
地
域
セ
ン

タ
ー
に
職
員
を
配
置
し
、
民
生
委
員
や
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所
と
も
連
携
す
る
中

で
、
他
の
業
務
と
の
兼
務
に
よ
り
、
本
人

や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
庄
原
市
民

会
館
・
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

〇
庄
原
市
立
小
・
中
学
校
の
再
編
計
画
に

つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

市
内
の
子
供
達
の

　
　
　

読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て

❶
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
し

て
、
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
の
中

で
は
災
害
時
の
救
出
救
護
活
動
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
想
定
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

❷
平
常
時
か
ら
本
市
も
自
主
防
災
組

織
に
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
情
報

を
提
供
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

❸
今
後
も
共
助
の
考
え
方
は
益
々
重
要

と
な
り
、
自
主
防
災
組
織
に
期
待
さ
れ
る

部
分
が
増
え
て
い
く
と
考
え
る
。一
方
で
組

織
運
営
に
あ
た
り
、
役
員
の
高
齢
化
や
人

材
不
足
な
ど
課
題
も
多
い
。自
主
防
災
組

織
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

❶
平
常
時
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行

う
研
修
会
な
ど
で
、
早
め
の
避
難
行

動
に
対
す
る
意
識
付
け
や
早
期
避
難
の
呼
び

か
け
、
避
難
所
の
円
滑
な
開
設
・
運
営
に
向

け
た
訓
練
等
が
、
重
要
な
活
動
と
な
る
。

　

災
害
時
は
、
高
齢
者
等
要
支
援
者
に
対
す

る
早
め
の
避
難
の
呼
び
か
け
や
避
難
支
援
、

市
等
へ
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
救
出
救
護
活

動
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
活
動
に
危
険

が
及
ば
な
い
可
能
な
範
囲
で
の
救
出
等
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

❷
名
簿
情
報
の
提
供
は
、
防
災
対
策
基
本

法
や
庄
原
市
地
域
防
災
計
画
に
も
と
づ
き
、

平
常
時
か
ら
災
害
発
生
時
に
備
え
る
た
め
、

避
難
支
援
等
関
係
者
に
対
し
、
名
簿
情
報
の

提
供
を
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
関
係
機
関
等

へ
の
提
供
は
、
取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を

要
す
る
情
報
で
あ
り
、運
用
に
当
た
っ
て
は
、

誓
約
書
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
申
し
出

の
あ
っ
た
自
治
振
興
区
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
に
提
供
し
、
円
滑
で
迅
速
な
避
難
支
援
に

活
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

❸
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
自

主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
創
設
し
、
資
機

材
の
整
備
に
加
え
、
防
災
訓
練
や
防
災
研
修

な
ど
、
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
活

動
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
防
災
士
の
育

成
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
が
取
り
組
む
訓
練
等
へ
の

連
携
や
助
言
も
含
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

組
織
の
維
持
・
強
化
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　　
一般質問の
動画は
こちらから

吉川　遂也 議員
きっ  かわ みち  や

❶
N
P
O
法
人
の
調
査
に
よ
る
と

10
代
の
性
的
少
数
者
の
48
．１
％

が
自
殺
を
考
え
、
14
％
が
自
殺
し
よ
う
と

し
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
９
割
を
超
え
る

人
が
保
護
者
に
も
教
職
員
に
も
相
談
で
き

な
い
と
答
え
て
い
る
。本
市
の
学
校
教
育

現
場
も
、
当
事
者
目
線
で
の
合
理
的
配
慮

や
、
人
権
教
育
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

❷
国
内
で
少
な
く
と
も
、
20
〜
30
人
に

１
人
と
さ
れ
る
性
的
少
数
者
は
、
庄
原
市

に
も
多
く
の
当
事
者
が
お
ら
れ
る
と
考
え

る
。性
の
多
様
性
へ
の
合
理
的
配
慮
に
関

す
る
職
員
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
差
別

禁
止
に
踏
み
込
ん
だ
条
例
も
必
要
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

❶
文
部
科
学
省
は
令
和
４
年
12
月
、

「
生
徒
指
導
提
要
」
の
改
訂
を
行
い
、

学
校
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す

る
、
児
童
生
徒
と
他
の
児
童
生
徒
へ
の
配

慮
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、「
髪
型
や
ト
イ

レ
使
用
の
こ
と
」「
更
衣
室
や
制
服
の
こ
と
」

な
ど
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に
通

え
る
よ
う
に
提
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
当
事
者
の
思
い
や

保
護
者
の
考
え
な
ど
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

個
別
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
い
当
事
者
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
機
関
や
専
門
機
関
と
も
連
携
も
図
る

な
ど
、
相
談
体
制
を
整
え
、
よ
り
一
層
理

解
増
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。

　

❷
職
員
の
さ
ら
な
る
人
権
意
識
の
高
揚

は
、
引
き
続
き
、
研
修
会
の
実
施
や
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
関
係
法
令
等
の

情
報
提
供
を
通
じ
て
、
多
様
な
性
の
あ
り

方
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
理
解
を
深
め
て
い
く
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
基

本
原
則
の
1
つ
に
「
人
権
尊
重
の
原
則
」

を
規
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
人
権
侵
害

の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
関

係
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
人
権
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
条
例
は
、
憲

法
や
地
方
自
治
法
で
、
法
令
の
範
囲
内
に

よ
る
制
定
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現

時
点
で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
の
基
本
理
念
を
踏

ま
え
た
国
の
施
策
を
注
視
し
て
い
く
。

　　
一般質問の
動画は
こちらから

松本みのり 議員
まつもと

性
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、

  

一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

近藤　久子 議員
こん どう ひさ   こ

105

本
市
の
人
口
減
少
は
依
然
と
し
て

継
続
し
、
令
和
５
年
４
月
30
日
現

在
の
人
口
は
３
２
，
３
８
７
人
で
あ
る
。こ

の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
行
く
と
第
２
期
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
令
和
７
年
の
人
口

を
も
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

❶
長
期
総
合
計
画
の
目
標
人
口
を
す

で
に
下
回
っ
た
こ
と
の
評
価
と
分
析
、
検

証
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　

❷
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
の
展
望
を
伺

う
。

❶
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
人

口
減
少
」
は
、
第
２
期
長
期
総
合
計

画
で
目
標
人
口
を
令
和
７
年
国
勢
調
査
人
口

３
２
，
７
０
０
人
以
上
と
設
定
し
た
。

　

目
標
達
成
に
向
け
、
長
期
的
な
視
点
に
も

と
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
対
し
総
合
的

か
つ
粘
り
強
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
第

２
期
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
中
か

ら
、
優
先
し
て
実
施
す
べ
き
事
業
を
「
庄
原

い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
に
掲
載
し
、
重
点
的
に

推
進
し
て
き
た
。

　

第
２
期
長
期
総
合
計
画
の
目
標
人
口
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
移
住
・
定
住
施
策

を
利
用
し
て
移
住
さ
れ
た
方
が
大
幅
に
増
加

し
、社
会
減
の
減
少
幅
は
縮
小
傾
向
と
な
り
、

「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

　

❷
我
が
国
全
体
で
人
口
減
少
が
進
展
し
厳

し
い
状
況
だ
が
、
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て

も
、
市
民
が
誇
り
を
も
ち
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
業
を
通
じ
た
関
係
人

口
の
創
出
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
た
人
口
減
少
対
策

と
し
て
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
に
掲
載

し
て
い
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
、

人
口
減
少
に
直
接
効
果
が
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
新
た
な
施
策
も
検
討
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
、
諦
め
る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
、
人
口
減

少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
楽
笑
座
の
今
後
の
活
用
方
針
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

五島　　誠 議員
ご  しま まこと

人
口
減
少
に
つ
い
て

開
催
日

6
月
14
日

■
議
員
一
般
表
彰

議
員
10
年
以
上

政　

野　
　
　

太

開
催
日

5
月
30
日

■
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
32
年
以
上

堀　

井　

秀　

昭

　

議
員
20
年
以
上　
　
　
　
　

赤　

木　

忠　

德

本
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を
祈
り
ま
す

代表挨拶　政野太議員

令和５年６月 定例会議決結果
■賛成全員のもの

93
94
95
96
97
98
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
6
7

庄原市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
庄原市税条例の一部を改正する条例
庄原市森林体験交流施設設置及び管理条例の一部を改正する条例
工事請負契約の締結について
令和５年度庄原市一般会計補正予算（第２号）
令和５年度庄原市一般会計補正予算（第３号）
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
地方財政の充実・強化に関する意見書
少人数学級の実現と教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

事　　　　件　　　　名 議決結果番号種類議決日

6月9日

6月30日

議案

議案

発議

　令和5年4月に議長へ就任した林高正議長が、同年7月、議会の活性化、市民の負託に応えられる議
会を実現し、市民福祉の向上と市政の発展に寄与するため、次の3点について、議会運営委員会に諮
問し、今後、同委員会において調査検討することになりました。

１．議会の見える化について（速やかな議会だよりの発行・議会広報委員会の常任委員会化の検討等）
２．議員活動の活性化について（市民と語る会［井戸端スタイル］の新設、議員間討論の活性化等）
３．議員定数及び議員報酬について（継続案件）

林高正議長が議会運営委員会へ諮問

411



本
市
の
人
口
減
少
は
依
然
と
し
て

継
続
し
、
令
和
５
年
４
月
30
日
現

在
の
人
口
は
３
２
，
３
８
７
人
で
あ
る
。こ

の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
行
く
と
第
２
期
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
令
和
７
年
の
人
口

を
も
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

❶
長
期
総
合
計
画
の
目
標
人
口
を
す

で
に
下
回
っ
た
こ
と
の
評
価
と
分
析
、
検

証
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　

❷
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
の
展
望
を
伺

う
。

❶
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
人

口
減
少
」
は
、
第
２
期
長
期
総
合
計

画
で
目
標
人
口
を
令
和
７
年
国
勢
調
査
人
口

３
２
，
７
０
０
人
以
上
と
設
定
し
た
。

　

目
標
達
成
に
向
け
、
長
期
的
な
視
点
に
も

と
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
対
し
総
合
的

か
つ
粘
り
強
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
第

２
期
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
中
か

ら
、
優
先
し
て
実
施
す
べ
き
事
業
を
「
庄
原

い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
に
掲
載
し
、
重
点
的
に

推
進
し
て
き
た
。

　

第
２
期
長
期
総
合
計
画
の
目
標
人
口
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
移
住
・
定
住
施
策

を
利
用
し
て
移
住
さ
れ
た
方
が
大
幅
に
増
加

し
、社
会
減
の
減
少
幅
は
縮
小
傾
向
と
な
り
、

「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

　

❷
我
が
国
全
体
で
人
口
減
少
が
進
展
し
厳

し
い
状
況
だ
が
、
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て

も
、
市
民
が
誇
り
を
も
ち
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
業
を
通
じ
た
関
係
人

口
の
創
出
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
た
人
口
減
少
対
策

と
し
て
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
に
掲
載

し
て
い
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
、

人
口
減
少
に
直
接
効
果
が
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
新
た
な
施
策
も
検
討
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
、
諦
め
る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
、
人
口
減

少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
楽
笑
座
の
今
後
の
活
用
方
針
に
つ
い
て

　　
一般質問の
動画は
こちらから

五島　　誠 議員
ご  しま まこと

人
口
減
少
に
つ
い
て

開
催
日

6
月
14
日

■
議
員
一
般
表
彰

議
員
10
年
以
上

政　

野　
　
　

太

開
催
日

5
月
30
日

■
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
32
年
以
上

堀　

井　

秀　

昭

　

議
員
20
年
以
上　
　
　
　
　

赤　

木　

忠　

德

本
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を
祈
り
ま
す

代表挨拶　政野太議員

令和５年６月 定例会議決結果
■賛成全員のもの

93
94
95
96
97
98
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
6
7

庄原市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
庄原市税条例の一部を改正する条例
庄原市森林体験交流施設設置及び管理条例の一部を改正する条例
工事請負契約の締結について
令和５年度庄原市一般会計補正予算（第２号）
令和５年度庄原市一般会計補正予算（第３号）
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
庄原市農業委員会委員の任命の同意について
地方財政の充実・強化に関する意見書
少人数学級の実現と教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

事　　　　件　　　　名 議決結果番号種類議決日

6月9日

6月30日

議案

議案

発議

　令和5年4月に議長へ就任した林高正議長が、同年7月、議会の活性化、市民の負託に応えられる議
会を実現し、市民福祉の向上と市政の発展に寄与するため、次の3点について、議会運営委員会に諮
問し、今後、同委員会において調査検討することになりました。

１．議会の見える化について（速やかな議会だよりの発行・議会広報委員会の常任委員会化の検討等）
２．議員活動の活性化について（市民と語る会［井戸端スタイル］の新設、議員間討論の活性化等）
３．議員定数及び議員報酬について（継続案件）

林高正議長が議会運営委員会へ諮問

411



主な補正(第2号)の内容

一般会計補正予算を定例会
6月

●令和５年度一般会計補正予算（第２号）（第３号）

補正額 事業名 補正内容

主な補正(第3号)の内容

補正額 事業名 補正内容

一般会計補正予算（第２号）

一般会計補正予算（第３号）

１億4,464万円（追加）

４億2,237万1,000円（追加）

２億2,179万2,000円（追加）

303億6,868万2,000円

305億9,047万4,000円

会計名 補正額 補正後の総額

原案可決

電力・ガス・食料品等価格
高騰緊急支援給付事業

令和５年度住民税均等割非課税世帯に１世帯当たり３
万円の生活支援金を給付するもの

9,348万7千円（追加） 新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

新型コロナウイルスワクチンの追加接種にかかる会計年
度任用職員給料、時間外勤務手当、接種券発送郵便
料、ワクチン接種委託料など

210万円（追加） 保育所管理運営事業
備品購入費

保育所の送迎用バス等に設置する児童の置き去り防止
のための安全装置の購入に係る費用

402万5千円（追加） 小学校通学支援事業 小学校の送迎用バスに設置する児童の置き去り防止の
ための安全装置の購入に係る費用など

1,969万円（追加） 都市公園管理事業
工事請負費

上野総合運動公園陸上競技場の施設内にある和式トイ
レの洋式化に係る経費

1,338万8千円（追加） 生活困窮者支援事業
令和５年度住民税所得割非課税世帯（住民税均等割の
み課税世帯）に１世帯当たり１万５千円の生活支援金を
給付するもの

１億2,646万6千円（追加） 商工振興事業

原油価格や物価高騰が経営に大きく影響を及ぼす中、
市内事業者の負担軽減と事業継続につなげるため、支
援金を交付するもの
(燃料費及び光熱費の10％の額［上限50万円、下限3
万円］)

物価高騰に伴い学校給食にかかる食材費が高騰する
中、保護者に新たな負担を求めることなく、量や栄養バラ
ンスを保った学校給食の実施を図るため、市内学校給食
会等に支援金を交付するもの

１億2,961万1千円（追加）

826万6千円（追加）

キャッシュレス決済
推進事業

学校給食事務局
管理事業

申込を行った市民の「なみか」「ほろか」カードに５千円分
のプレミアムポイントを付与するもの

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
６
月
定
例
会

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
設
置
し
、
本

会
議
の
傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
に
自

由
回
答
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 傍

聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

令和4年3月定例会から令和5年3月定例会までを集計

感
想
か
ら
・
・

☆
以
前
よ
り
傍
聴
者
が

少
な
い
。

☆
質
問
者
と
質
問
事
項

の
書
類
を
い
た
だ

き
、
質
問
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の

で
大
変
よ
か
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後

も
継
続
す
る
予
定
で

す
。
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

■以前に庄原市議会の会議をご覧になったこと
　がありますか。

■議会だよりを読んでいますか。

■庄原市議会のホームページからアクセスでき
る「会議録検索システム」（過去の本会議録を

　検索できるシステム）」をご存知ですか。

②見たことがない
　4.5%

①見たことがある
　95.5%

回　答

合　計

①見たことがある
②見たことがない

21
1
22

人数

回　答

合　計

①議場での傍聴
②イントラネットの中継
③インターネット録画配信

17
6
5
28

人数

①見たことがある

⇒

・何でご覧になりましたか。

17

6 5

0
5
10
15
20
25

①
議
場
で
の

　

傍
聴

②
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

　

の
中
継

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

録
画
配
信

回　答

合　計

①一般質問
②議案の審議
③特定議員の発言

21
11
1
33

人数

・どのような内容をご覧になりましたか。
21

11

1
0
5
10
15
20
25

①
一
般
質
問

②
議
案
の
審
議

③
特
定
議
員
の
発
言

②ときどき読んでいる
　28.6% ①毎号

　読んでいる
　61.9%

③読んでいない
　29.5%

回　答

合　計

①毎号読んでいる
②ときどき読んでいる
③読んでいない

13
6
2
21

人数

回　答

合　計

①知っている
②知らない
③無記入

15
6
1
22

人数 ③無記入
　4.5%

②知らない
　27.3%

①知っている
　68.2%

■庄原市のホームページから議会の中継及び
　録画映像を視聴できることをご存知ですか。

回　答

合　計

①知っている
②知らない

20
1
21

人数 ②知らない
　4.8%

①知っている
　95.2%

（複数回答有）

（複数回答有）

123

議
案
第
93
号

庄
原
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
防
疫
等
作
業
従
事
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
を
廃
止
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
94
号

庄
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正※

を
行
お
う
と

す
る
も
の

※

森
林
環
境
税
の
導
入
に
伴
う
賦

課
徴
収
に
か
か
る
規
定
の
追
加

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の

種
別
割
の
追
加

▽
原
案
可
決

議
案
第
95
号

庄
原
市
森
林
体
験
交
流
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
に
冷
暖

房
を
整
備
し
、
及
び
保
健
ル
ー
ム

を
改
修
し
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
設

置
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

お
う
と
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
96
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業　

栗
頭
首
工
改
修
工
事

（
下
部
工
）
の
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、当
該

工
事
の
予
定
価
格
が
１
億
５
，０
０

０
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
69
〜
92
号

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

高
町　
　

入
谷　

弘
之　

氏

濁
川
町　

木
村　

英
宗　

氏

宮
内
町　

財
間　

敏
行　

氏

七
塚
町　
　

田　

實
夫　

氏

実
留
町　

堀
江　

唯
雄　

氏

山
内
町　

増
谷　

克
則　

氏

西
城
町　

竹
森　
　

達　

氏

西
城
町　

前
田　

耕
廣　

氏

西
城
町　

宮
崎　
　

譲　

氏

西
城
町　

森
兼　
　

貢　

氏

口
和
町　

前
田　

憲
二　

氏

口
和
町　

道
下　

和
子　

氏

高
野
町　

青
才　

弘
江　

氏

高
野
町　

天
根　

公
昭　

氏

春
田
町　

須
應　

敏
明　

氏

山
内
町　

寺
西　

玉
実　

氏

東
城
町　

金
本　

哲
弥　

氏

東
城
町　

佐
々
木
利
雄　

氏

東
城
町　

瀬
尾　

憲
雅　

氏

東
城
町　

田
邉　

文　
　

氏

東
城
町　

渡
邊　

敬
子　

氏

高
野
町　

小
次　

啓
二　

氏

比
和
町　

榮
田　

明
美　

氏

比
和
町　

佐
々
木
英
明　

氏▽
同
意

発
議
第
６
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書

　

政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、歳
入
・
歳
出
を
的

確
に
見
積
も
り
、地
方
財
政
の
確
立

を
め
ざ
す
よ
う
求
め
、意
見
書
を
提

出
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

発
議
第
７
号

少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定

数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び

や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す

る
た
め
に
、加
配
教
員
の
増
員
や
少

数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定

数
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の▽

原
案
可
決

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
30
件
、
報
告
８
件
、
発
議
２

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
６
月

定
例
会

●
会
期
／
６
月
９
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
【
22
日
間
】

主
な
議
案

人　
　

事

発　
　

議

い
り
た
に　
　

ひ
ろ
ゆ
き

ざ
い  

ま　
　
　

と
し
ゆ
き

は
ら  

だ　
　
　

じ
つ
お

ほ
り  

え　
　
　

た
だ  

お

ま
す
た
に　
　

  

か
つ
の
り

た
け
も
り　
　
　
　

い
た
る

ま
え  

だ　
　
　

や
す
ひ
ろ

き  
む
ら　
　

  

え
い
そ
う

み
や
ざ
き　
　
　
　

ゆ
ず
る

も
り
か
ね　
　
　
　

み
つ
ぐ

ま
え  

だ　
　
　

け
ん  

じ

み
ち
し
た　
　

か
ず  

こ

あ
お
さ
い　
　

ひ
ろ  

え

あ
ま  

ね　
　
　

き
み
あ
き

す  

お
う　
　

と
し
あ
き

て
ら
に
し　
　

  

た
ま  

み

か
ね
も
と　
　

  

て
つ
や

さ     

さ    

き   

と
し  

お

せ     

お         

の
り
ま
さ

わ
た
な
べ　
　

け
い  

こ

え
い  

だ　
　
　

あ
け  

み

さ    

さ    

き  

ひ
で
あ
き

こ  

つ
ぎ　
　

  

け
い  

じ

た  

な
べ　
　

  

ふ
み
た
か

令和４年度政務活動費収支報告について

（令和４年５月～令和５年３月）

　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、会派又は会派に所属しない議員に、半期ごとに交付
されます。各会派等は、収支報告書に領収書を添付し議長に提出しています。毎年、議長による内部監査を行い、透明性
の確保に努めています。
　提出された収支報告書や領収書等は、所定の手続きにより、議会事務局で閲覧することができます。収支報告書及び
項目別集計表、各視察・研修の報告書は、市議会ホームページで公開しています。

研修等報告書は
こちらから令和４年度 庄原市議会政務活動費収支報告総括表

会派の場合　　　　　 月３万円×所属議員数
会派に所属しない議員　月３万円

交付額

支出項目の説明
研究会・研修会開催に必要な経費又は他の団体が開催する研究会・研
修会に参加するために要する経費

会場費、講師謝金、出席者負担金、
会費、交通費、宿泊費等

調査研究活動に必要な先進地調査及び現地調査に要する経費 交通費、宿泊費等

調査研究活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷製本費、コピー代、翻訳料、
委託料等

調査研究活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
書籍代（電子書籍含む）、
法規類の追録代、DVD等購入費、
有料データベース利用料等

調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民に報告し、PRする
ために要する経費 ※ 印刷製本費、郵送料、会場費等

市民からの市政・会派及び議員の政策等に対する要望・意見を聴くための
会議等に要する経費 会場費、印刷製本費等

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広 報 費

広 聴 費

飲食に関するものや按分を伴う経費は対象としていません。  ※広報費は、会派に所属しない議員については認めていません。

会派・議員 交付額 研究
研修費

調査
旅費

資料
作成費

資料
購入費

会　派
議　員
負担分

残余金
返納額

会派議員
負担分差
引合計額広報費 広聴費 合計

720,000

1,080,000

720,000

1,440,000

720,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

7,200,000

0

0

0

3,342

0

0

0

0

0

0

0

0

3,342

0

304,709

146,322

1,440,000

327,306

79,895

17,464

128,845

116,287

105,896

144,950

184,767

2,996,441

720,000

775,291

573,678

0

392,694

280,105

342,536

231,155

243,713

254,104

215,050

175,233

4,203,559

（単位：円）

市民の会

所属
議員
数

政務活動費項目別集計

2

3

2

4

2

1

1

1

1

1

1

1

20

結

日本共産党

赤木忠德

横路政之

桂藤和夫

藤原洋二

吉川遂也

松本みのり

前田智永

合計

地域政党きずな
庄原議員団

里山みらい会議

0 0

0

0

0

72,088
（2件）

230,641
（2件）

484,817
（3件）
167,193
（2件）

53,610
（1件）
42,630
（1件）
60,848
（1件）

92,249
（3件）

4,292
（1件）

1,136,280
（14件）

146,322
（1件）
463,033
（3件）
160,113
（3件）
79,895
（1件）
15,374
（1件）
75,235
（3件）
73,657
（2件）
45,048
（2件）
138,788
（5件）
92,518
（3件）

1,362,071
（26件）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
（件）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
（件）

5,940
（3件）

0

1,980
（1件）

0

0

0

0

2,090
（1件）

1,870
（1件）

0

0

0

0

495,492
（1件）

0

0

0

495,492
（1件）

0

0
（件）

304,709
（5件）
146,322
（1件）

1,443,342
（7件）
327,306
（5件）
79,895
（1件）
17,464
（2件）
128,845
（4件）
116,287
（3件）
105,896
（3件）
144,950
（7件）
184,767
（6件）

2,999,783
（44件）

213



議
案
第
93
号

庄
原
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
防
疫
等
作
業
従
事
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
を
廃
止
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
94
号

庄
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正※

を
行
お
う
と

す
る
も
の

※

森
林
環
境
税
の
導
入
に
伴
う
賦

課
徴
収
に
か
か
る
規
定
の
追
加

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の

種
別
割
の
追
加

▽
原
案
可
決

議
案
第
95
号

庄
原
市
森
林
体
験
交
流
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
に
冷
暖

房
を
整
備
し
、
及
び
保
健
ル
ー
ム

を
改
修
し
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
設

置
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

お
う
と
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
96
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業　

栗
頭
首
工
改
修
工
事

（
下
部
工
）
の
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、当
該

工
事
の
予
定
価
格
が
１
億
５
，０
０

０
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の

▽
原
案
可
決

議
案
第
69
〜
92
号

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

高
町　
　

入
谷　

弘
之　

氏

濁
川
町　

木
村　

英
宗　

氏

宮
内
町　

財
間　

敏
行　

氏

七
塚
町　
　

田　

實
夫　

氏

実
留
町　

堀
江　

唯
雄　

氏

山
内
町　

増
谷　

克
則　

氏

西
城
町　

竹
森　
　

達　

氏

西
城
町　

前
田　

耕
廣　

氏

西
城
町　

宮
崎　
　

譲　

氏

西
城
町　

森
兼　
　

貢　

氏

口
和
町　

前
田　

憲
二　

氏

口
和
町　

道
下　

和
子　

氏

高
野
町　

青
才　

弘
江　

氏

高
野
町　

天
根　

公
昭　

氏

春
田
町　

須
應　

敏
明　

氏

山
内
町　

寺
西　

玉
実　

氏

東
城
町　

金
本　

哲
弥　

氏

東
城
町　

佐
々
木
利
雄　

氏

東
城
町　

瀬
尾　

憲
雅　

氏

東
城
町　

田
邉　

文　
　

氏

東
城
町　

渡
邊　

敬
子　

氏

高
野
町　

小
次　

啓
二　

氏

比
和
町　

榮
田　

明
美　

氏

比
和
町　

佐
々
木
英
明　

氏▽
同
意

発
議
第
６
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書

　

政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、歳
入
・
歳
出
を
的

確
に
見
積
も
り
、地
方
財
政
の
確
立

を
め
ざ
す
よ
う
求
め
、意
見
書
を
提

出
す
る
も
の

▽
原
案
可
決

発
議
第
７
号

少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定

数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び

や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す

る
た
め
に
、加
配
教
員
の
増
員
や
少

数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定

数
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の▽

原
案
可
決

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
30
件
、
報
告
８
件
、
発
議
２

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
６
月

定
例
会

●
会
期
／
６
月
９
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
【
22
日
間
】

主
な
議
案

人　
　

事

発　
　

議

い
り
た
に　
　

ひ
ろ
ゆ
き

ざ
い  

ま　
　
　

と
し
ゆ
き

は
ら  

だ　
　
　

じ
つ
お

ほ
り  

え　
　
　

た
だ  

お

ま
す
た
に　
　

  

か
つ
の
り

た
け
も
り　
　
　
　

い
た
る

ま
え  

だ　
　
　

や
す
ひ
ろ

き  

む
ら　
　

  

え
い
そ
う

み
や
ざ
き　
　
　
　

ゆ
ず
る

も
り
か
ね　
　
　
　

み
つ
ぐ

ま
え  

だ　
　
　

け
ん  

じ

み
ち
し
た　
　

か
ず  

こ

あ
お
さ
い　
　

ひ
ろ  

え

あ
ま  

ね　
　
　

き
み
あ
き

す  

お
う　
　

と
し
あ
き

て
ら
に
し　
　

  

た
ま  

み

か
ね
も
と　
　

  

て
つ
や

さ     

さ    

き   

と
し  

お

せ     

お         

の
り
ま
さ

わ
た
な
べ　
　

け
い  

こ

え
い  

だ　
　
　

あ
け  

み

さ    

さ    

き  

ひ
で
あ
き

こ  

つ
ぎ　
　

  

け
い  

じ

た  

な
べ　
　

  

ふ
み
た
か

令和４年度政務活動費収支報告について

（令和４年５月～令和５年３月）

　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、会派又は会派に所属しない議員に、半期ごとに交付
されます。各会派等は、収支報告書に領収書を添付し議長に提出しています。毎年、議長による内部監査を行い、透明性
の確保に努めています。
　提出された収支報告書や領収書等は、所定の手続きにより、議会事務局で閲覧することができます。収支報告書及び
項目別集計表、各視察・研修の報告書は、市議会ホームページで公開しています。

研修等報告書は
こちらから令和４年度 庄原市議会政務活動費収支報告総括表

会派の場合　　　　　 月３万円×所属議員数
会派に所属しない議員　月３万円

交付額

支出項目の説明
研究会・研修会開催に必要な経費又は他の団体が開催する研究会・研
修会に参加するために要する経費

会場費、講師謝金、出席者負担金、
会費、交通費、宿泊費等

調査研究活動に必要な先進地調査及び現地調査に要する経費 交通費、宿泊費等

調査研究活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷製本費、コピー代、翻訳料、
委託料等

調査研究活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
書籍代（電子書籍含む）、
法規類の追録代、DVD等購入費、
有料データベース利用料等

調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民に報告し、PRする
ために要する経費 ※ 印刷製本費、郵送料、会場費等

市民からの市政・会派及び議員の政策等に対する要望・意見を聴くための
会議等に要する経費 会場費、印刷製本費等

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広 報 費

広 聴 費

飲食に関するものや按分を伴う経費は対象としていません。  ※広報費は、会派に所属しない議員については認めていません。

会派・議員 交付額 研究
研修費

調査
旅費

資料
作成費

資料
購入費

会　派
議　員
負担分

残余金
返納額

会派議員
負担分差
引合計額広報費 広聴費 合計

720,000

1,080,000

720,000

1,440,000

720,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

360,000

7,200,000

0

0

0

3,342

0

0

0

0

0

0

0

0

3,342

0

304,709

146,322

1,440,000

327,306

79,895

17,464

128,845

116,287

105,896

144,950

184,767

2,996,441

720,000

775,291

573,678

0

392,694

280,105

342,536

231,155

243,713

254,104

215,050

175,233

4,203,559

（単位：円）

市民の会

所属
議員
数

政務活動費項目別集計

2

3

2

4

2

1

1

1

1

1

1

1

20

結

日本共産党

赤木忠德

横路政之

桂藤和夫

藤原洋二

吉川遂也

松本みのり

前田智永

合計

地域政党きずな
庄原議員団

里山みらい会議

0 0

0

0

0

72,088
（2件）

230,641
（2件）

484,817
（3件）
167,193
（2件）

53,610
（1件）
42,630
（1件）
60,848
（1件）

92,249
（3件）

4,292
（1件）

1,136,280
（14件）

146,322
（1件）
463,033
（3件）
160,113
（3件）
79,895
（1件）
15,374
（1件）
75,235
（3件）
73,657
（2件）
45,048
（2件）
138,788
（5件）
92,518
（3件）

1,362,071
（26件）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
（件）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
（件）

5,940
（3件）

0

1,980
（1件）

0

0

0

0

2,090
（1件）

1,870
（1件）

0

0

0

0

495,492
（1件）

0

0

0

495,492
（1件）

0

0
（件）

304,709
（5件）
146,322
（1件）

1,443,342
（7件）
327,306
（5件）
79,895
（1件）
17,464
（2件）
128,845
（4件）
116,287
（3件）
105,896
（3件）
144,950
（7件）
184,767
（6件）

2,999,783
（44件）

213
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編
集
後
記

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

主な日程（予定）9月定例会の
日にち 主な会議名

9月 4 日（月）
9月19日（火）
9月20日（水）
9月21日（木）
9月26日（火）
9月28日（木）

本会議
本会議【一般質問】
本会議【一般質問】
本会議【一般質問】
本会議
本会議

検索庄原市議会  中継

5 月

6 月

7 月5 月

議会の動き 5・6・7月

《表紙写真の説明》

76

初日

2日目

3日目
4日目

最終日

　今回の表紙写真は 7 月 22・
23日に行われた、第 26 回庄原
カップサッカー大会の様子（上）
と、格致高校の生徒がトマトの
収穫体験を行った様子（下）で
す。

　

３
年
余
り
続
い
た
未
知
と
の

遭
遇
と
も
言
う
べ
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も「
第
５
類

感
染
症
」に
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
の
日
常
が
取
り
戻
せ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、終
息
し
た
わ
け

で
は
な
く
、引
き
続
き
感
染
予
防

対
策
が
必
要
で
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、市
民
生
活

や
市
内
事
業
者
の
経
済
活
動
の

維
持
・
回
復
を
図
る
た
め
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
経
済
対
策
等
に
つ
い
て
協

議
し
、
低
所
得
世
帯
臨
時
支
援

金
、「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」

カ
ー
ド
に
５
千
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
推
進
事
業
、市
内
事
業
所

等
の
事
業
継
続
に
つ
な
げ
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対
策
支

援
事
業
４
億
２
千
万
円
余
り
の

経
済
対
策
や
、コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
９
千
３
百
万
円
余
り

の
補
正
予
算
等
を
承
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
汗
を
か
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
議
会
へ
声
を
届
け
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
桂
藤

和
夫
）

議
会
広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

  

坂
本

義
明

　
　

副
委
員
長　

  

桂
藤

和
夫

　
　

委　
　

員　

  

赤
木

忠
德

　
　
　
　
　
　
　

林　

高
正

　
　
　
　
　
　
　

五
島　

誠

　
　
　
　
　
　
　

吉
川

遂
也

■発行：令和5年8月21日■発行：令和5年8月

6月定例会
P.2 主な議案
補正予算
議決結果

一般質問
傍聴者アンケート
政務活動執行状況

P.3
P.4 P.13

P.5
P.12

月21日■発行：令和5年8月

6月定例会
P.2 主な議案
補 予算補正予算

一般質問
傍聴者アンケートP.3

P.5
2P.12

9日
15日
16日
17日
29日

議会運営委員会
総務調査会
教育民生調査会
企画建設調査会
議員全員協議会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会

2日
9日

議会運営委員会
議会運営委員会
第３回市議会定例会
予算決算常任委員会

13日
15日

26日

27日
28日

30日

予算決算常任委員会
総務常任委員会
教育民生常任委員会
企画建設常任委員会
第３回市議会定例会
企画建設常任委員会
第３回市議会定例会
第３回市議会定例会
教育民生常任委員会
議会運営委員会
第３回市議会定例会
議員全員協議会
議会広報委員会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会

7日

14日
19日

26日
27日

議会運営委員会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会
教育民生常任委員会
議員定数及び議員報酬調査
特別委員会
議会広報委員会
議会運営委員会
企画建設常任委員会
議員全員協議会
総務常任委員会
教育民生常任委員会

●視察受入状況
【5月11日】
山口県美祢市議会教育民生委員会
(比和自然科学博物館)


